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改 善 見 直改 善 見 直改 善 見 直改 善 見 直 しししし 件 数 一 覧 表件 数 一 覧 表件 数 一 覧 表件 数 一 覧 表

今 回 改 善 見 直 し （ 案 ） 【 参 考 】
現 行 新 設 修 正 合 計 改 善 見 直 し 後

基 本 目 標 主 要 事 業 数 主 要 事 業 数 主 要 事 業 数 主 要 事 業 数 主 要 事 業 数
( 数 値 目 標 数 ) ( 数 値 目 標 数 ) ( 数 値 目 標 数 ) ( 数 値 目 標 数 ) ( 数 値 目 標 数 )
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① 「 に ぎ わ い ・ 感 動 １ ０ ３ ０ ６ ６６６６ １ ０ ３
と く し ま 」 （ １ ０ ９ ） （ ２ ） （ ８ ） （（（（ １ ０１ ０１ ０１ ０ ）））） （ １ １ １ ）
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と く し ま ｣ （ ８ ８ ） （ １ ） （ １ １ ） （（（（ １ ２１ ２１ ２１ ２ ）））） （ ８ ９ ）

７ ４ ４ ６ ３ ７ ４ ３４ ３４ ３４ ３ ７ ５ ０
合 計
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○大鳴門橋の通行台数
    [21]852万台→[26]1,000万台

○大鳴門橋の通行台数
    [21]852万台→[26]1,000万台

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

○年間の延べ宿泊者数
    [21]120万人→[26]148万人

商工

●高速道路新料金制度導入を最大限に活用し、県
外からの観光入込客数の増加を図るため、マイ
カーを利用して来県する観光客に対する新たな観
光周遊ルートや宿泊滞在型観光プランの提案な
ど、観光誘客対策を推進します。

●本四高速への全国共通料金の導入を見据え、県
外からの観光入込客数の増加を図るため、来県す
る観光客に対する新たな観光周遊ルートや宿泊滞
在型観光プランの提案など、観光誘客対策を推進
します。

（（（（１１１１））））主要事業主要事業主要事業主要事業やややや数値目標数値目標数値目標数値目標のののの新規設定及新規設定及新規設定及新規設定及びびびび修正修正修正修正をををを行行行行うううう項目項目項目項目

（文言の修正）
高速道路新料金（休日上限千円の
特別割引制度）が平成２３年６月
に終了したため、平成２６年度の
全国一律料金制度の実現を見据え
た取組を推進すること、また、宿
泊者数増のための方策として「滞
在型観光の推進」のための取組を
追加するため主要事業を見直す。

(県政運営評価戦略会議)
リーマンショック以降の日本
経済の低迷等で、大鳴門橋の
通行台数が少なくなったこと
は理解できるが、平成２１年
度の実績を下回ったことや、
平成２３年度の取組、今後の
取組においても新たな対策が
見えないことから、Ｃ評価と
した。

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

●高速道路新料金を最大限活用し、徳島の経済活
性化やにぎわいづくりを図るため、活用戦略を策
定し、「県外からの観光誘客対策」及び「物流活
性化による産業振興対策」を推進します。

(下）
P10

1-22

部局部局部局部局

政策・
商工・
県土

(下）
P3

1-1

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

●本四高速への全国共通料金の導入を見据え、徳
島の経済活性化や交流増大に向けた「県外からの
観光誘客対策」及び「滞在型観光の推進」並びに
「物流活性化による産業振興対策」を推進しま
す。

1

文言の修正

高速道路新料金（休日上限千
円の特別割引制度）が終了し
たこと及び幅広い高速道路利
用者を対象とするため主要事
業を見直す。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○外国人入込客数
    [21]15,034人→[26]33,000人

○外国人入込客数
    [21]15,034人→[26]33,000人

○「阿波ナビ」アクセス件数
     [21]45万件→[26]50万件

○「阿波ナビ」アクセス件数
     [21]45万件→[26]60万件

○コンビニ型「公設アンテナショップ」の全国
展開
    [26]全国展開

○コンビニ型「公設アンテナショップ」の大都
市圏での展開
   [23] ～ [26]展開

○民間店舗型「阿波とくしまアンテナショッ
プ」の新規認定
     [26]新規認定

○民間店舗型「阿波とくしまアンテナショッ
プ」の新規認定
     [26]新規認定

●全国に向けた本県の物産・観光の情報発信を推
進するため、県の「大阪・名古屋物産センター」
や、全国初となった「コンビニ型アンテナショッ
プ」のさらなる展開を促進するとともに、県外の
民間店舗を県が「阿波とくしまアンテナショッ
プ」として認定し、官民協働により農産物から加
工品までを取りそろえたアンテナショップ展開を
図るほか、ネット販売のさらなる充実にも取り組
むなど、県産品の販路拡大を図ります。

●全国に向けた本県の物産・観光の情報発信を推
進するため、県の「大阪・名古屋物産センター」
や、全国初となった「コンビニ型アンテナショッ
プ」のさらなる展開を促進するとともに、県外の
民間店舗を、県が「阿波とくしまアンテナショッ
プ」として認定し、官民協働による、アンテナ
ショップ展開を図ります。

●徳島ならではの魅力を「観光とくしまブラン
ド」として確立し、多くの観光客に選ばれる徳島
を目指して、「きて・みて・なっとく！おいでよ
徳島。」をキャッチコピーに、「庶民遺産」、
「自然一番」というブランドイメージを広くＰＲ
するとともに、マスメディア等を活用した広告宣
伝を実施することにより、広く国内外に向けた認
知度の向上を図ります。

●「関西の台所」を担う「食の宝島」であり、
「体験型観光の先進地でもある」徳島ならではの
魅力を「観光とくしまブランド」として確立し、
多くの観光客に選ばれる徳島を目指して、「き
て・みて・なっとく！おいでよ徳島。」をキャッ
チコピーに、「庶民遺産」、「自然一番」という
ブランドイメージを広くＰＲするとともに、マス
メディア等を活用した広告宣伝を実施することに
より、広く国内外に向けた認知度の向上を図りま
す。

(上）
P63,
(下）
P10

1-2

(上）
P63,
(下）
P11

1-2

3

4

（文言の修正、数値目標の修正）
本事業は、大都市圏において情報
発信拠点の整備を実施し、全国に
向けて徳島県産品の情報発信を行
う事業である。現在実施している
コンビニ型「公設アンテナショッ
プ」や民間店舗型「阿波とくしま
アンテナショップ」等を活用する
ほか、インターネット販売をさら
に充実させることにより、今後と
も全国に向けての情報発信を行
う。
また、現在の「全国展開」の表現
について、誤解をあたえるため表
現を見直す。

文言の修正、数値目標の上方修正

「徳島ならではの魅力」につ
いて、具体的なイメージがわ
きやすいよう主要事業の文言
を見直す。
「阿波ナビ」アクセス件数に
ついて、平成２３年度の実績
値が目標数値を大きく上回っ
ており、２４年度の実績見込
みも目標数値を上回ると推計
されるため、更なる利用の拡
大を目指し、目標数値を上方
修正を行う。

（県政運営評価戦略会議）
コンビニ型「公設アンテナ
ショップ」の全国展開を目標
にしているが、全国展開を行
うには相当な努力が必要であ
り、現在の取組では、目標を
達成できないものと思われ
る。そのため、新たな対策を
追加し取組む必要がある。

（宝の島・とくしま創造部
会）
アンテナショップの展開に加
え、ネットショップの充実な
どインターネットを活用して
の情報発信に取り組む必要が
ある。

商工

商工
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○観光ボランティアガイドの団体数
　　［22］16団体→［26］30団体

 ○県内への外国人宿泊者数（延べ人数）
     [21]12,560人→[26]50,000人

 ○県内への外国人宿泊者数（延べ人数）
     [21]12,560人→[26]50,000人

 ○徳島阿波おどり空港へのチャーター便によ
る外国人入込客数
     [21] － →[26]15,000人

 ○徳島阿波おどり空港へのチャーター便によ
る外国人入込客数
     [21] － →[26]15,000人

○にし阿波体感プログラムイベントの開催
　　[24] －　→　[25]～ 年1回以上

(下）
P11

1-2

●個人旅行へと変化している観光ニーズに対応す
るため、観光案内ステーション等の情報発信拠点
の充実や、鉄道、路線バス、タクシー等を活用し
た着地型の観光情報の発信を図るとともに、徳島
ならではの観光資源を活用した取組を推進し、観
光客の誘致促進につなげます。

●県西部圏域の豊かな地域資源を活用し、官民一
体となった「にし阿波観光圏」のＰＲや観光案内
の向上などに取り組み、観光素材と市場を結ぶ
「観光地域づくりプラットフォーム*」の支援によ
り、観光客の来訪滞在を促進します。文言の修正、数値目標の新規設定

(上）
P63,
(下）
P12

1-2

●東アジア・東南アジアを重点エリアとし、海外
と徳島阿波おどり空港間のチャーター便の誘致を
はじめ、関西広域連合における広域観光の推進、
徳島の魅力を活かした団体旅行及び個人旅行、教
育旅行、医療観光など多様な外国人誘客を推進
し、外国人宿泊数の増加を目指します。

商工

(県政運営評価戦略会議)
数値目標に対し実績が大きく
下回っているとともに、定期
チャータ－便が休止している
こと、また、今後の取組とし
てチャータ－便の再開や新た
なルートの開設に向けた取組
がないことから、Ｃ評価とし
た。

(県政運営評価戦略会議)
平成２３年度に具体的に何を
行ったのか、また今後の取組
も明確でないことから、Ｃ評
価とした。「おもてなし」の
ところを具体的な成果などで
示さないとわかりにくい。具
体的な目標設定が必要であ
る。

（文言の修正）
昨年度は湖南省との定期チャー
ター便に重点的に取組み、１,８４
５人の中国人観光客を誘致し一定
の成果はあがったところである
が、領土問題に端を発した現在の
「日中関係」が多大な影響を及ぼ
していることから、海外誘客の重
点エリアを東アジア・東南アジア
に拡大するとともに、団体旅行だ
けでなく、徳島の魅力を活かした
個人旅行客(ＦＩＴ)や教育旅行、
医療観光など多様な外国人誘客を
実施していく。

（数値目標の新規設定）
「おもてなしの国とくしま」づく
りは、観光客の受入対策の充実を
図るものであり、平成２３年度に
おいては、観光ボランティア団体
や体験型観光事業者などへの研修
の実施による情報発信等のスキル
アップを図るとともに、観光事業
功労者等への表彰を行い接遇の向
上に努めた。その取組状況を明確
にする観点から、観光ボランティ
アガイド団体の育成に関する新た
な数値目標を設定する。

●海外と徳島阿波おどり空港の間におけるチャー
ター便の誘致促進、関西広域連合における広域観
光の推進などにより、外国人宿泊者数の増加を目
指します。

●県西部圏域の豊かな地域資源を活用し、官民一
体となった「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」の
ＰＲや観光案内の向上などに取り組み、観光素材
と市場を結ぶ「観光地域づくりプラットフォーム
*」の支援により、観光客の来訪滞在を促進しま
す。

商工

●個人旅行へと変化している観光ニーズに対応す
るため、観光案内ステーション等の情報発信拠点
の充実や、鉄道、路線バス、タクシー等を活用し
た着地型の観光情報の発信を図るとともに、徳島
ならではの観光資源を活用した取組を推進し、観
光客の誘致促進につなげます。

西部

平成２５年度以降の観光圏の
名称変更を反映する。
また、「にし阿波」が県外や
世界に向けたブランドとなる
ことを目指し、住民参加によ
る観光地域づくりを推進する
ため、地域の人と交流し、地
域の日常を体感できる滞在プ
ログラムの充実を図る。

(下）
P14

1-2

5

6
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「阿波十郎兵衛屋敷」入館者数
　　[21]30,466人→[26]35,000人

○阿波人形浄瑠璃公演等入場者数
　　［21］38,136人→［26］41,000人

○「経済飛躍サミットｉｎ上海」の開催
     [23]開催

○「経済飛躍サミットｉｎ上海」の開催
     [23]開催

○中国企業等との商談機会提供数
　 [21]140件→[26]700件

○海外企業との商談機会提供数
　 [21]140件→[26]700件

これまで、成長著しい中国を
ターゲットとした「とくし
ま・中国グローバル戦略」に
基づき、県内企業の販路開拓
及び観光誘客に取り組んでき
たが、東アジア・東南アジア
に重点エリアを拡大する「と
くしまグローバル戦略」を新
たに展開し、より経済効果を
高める。

商工文言の修正、数値目標の変更

●成長著しい中国における本県企業の販路開拓及
び本県への観光誘客を促進するため、「とくし
ま・中国グローバル戦略」に基づき、上海事務所
を活用した中国市場の情報収集・提供や相談対応
を行うとともに、商談機会の拡大や中国企業と本
県企業との交流を推進します。

●県内企業の海外販路開拓・海外展開を支援する
ため、東アジア・東南アジアを重点エリアとする
「とくしまグローバル戦略」に基づき、上海事務
所を前線基地として活用し、商談機会の拡大や海
外企業と本県企業との交流を推進します。

（文言の修正、数値目標の変更）
平成２３年度に策定したアクショ
ンプランに基づき、多彩な演目に
よる企画公演の充実や教育プログ
ラムの実施など「館の魅力アッ
プ」と「積極的なＰＲ」の２本柱
で、取り組むとともに、関西7府県
の官民29団体で組織する「人形浄
瑠璃街道連絡協議会」や関西広域
連合「文化の道」事業等と連携を
図り、広域的な取り組みを通じて
より効果的な情報発信を行ってい
く。また、指標についても、県内
外で開催している代表的な公演の
入場者数に変更する。

●人形浄瑠璃の一層の振興を図るため、伝統芸能
を観光資源として活用し地域の活性化を促進する
とともに、後継者育成や伝統芸能の保存・継承の
ための取組を進めます。また、兵庫県と連携して
両県の人形浄瑠璃関係団体の交流などの事業を実
施するとともに、「ジョールリ100公演」を継続し
て開催します。

県民

●阿波人形浄瑠璃の一層の振興を図るため、伝統
芸能を観光資源として活用し地域の活性化を促進
するとともに、後継者育成や伝統芸能の保存・継
承のための取組を進めます。また、人形浄瑠璃街
道連絡協議会や関西広域連合と連携して、人形浄
瑠璃関係団体の交流などの事業を実施するととも
に、徳島ならではの魅力を広く発信します。

(上)
P69,
(下）
P18

1-4

(県政運営評価戦略会議)
入館者数が目標を下回ってお
り、現段階で目標達成は難し
い状況である。このような
中、まず、小中学生や県内の
方にも阿波十郎兵衛屋敷に来
ていただくよう、人形浄瑠璃
だけでなく人形劇や影絵、サ
ンドアートなど新たな取組も
取り入れることが大切と思
い、Ｃ評価とした。

2-1
(1-3)

(上)
P73,
(下）
P15,
P25

8
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「徳島県食料・農林水産業・農山漁村基本計
画」の改定
     [26]改定

○「徳島県食料・農林水産業・農山漁村基本計
画」の改定
     [26]改定

○生産額ベースでの食料自給率向上
　 [19]129％→[26]155％

○生産額ベースでの食料自給率向上
　[19]129％→[26]155％

○カロリーベースでの食料自給率向上
　[19]45％→[26]50％

○カロリーベースでの食料自給率向上
　[19]45％→[26]50％

○農畜水産物産出額
　　[22］1,217億円　 →［26］1,250億円

○認定農業者数
    [21]2,775経営体→[26]3,000経営体

○「人・農地プラン」に位置づけられる
「地域の中心となる経営体」数
［23］－　　→　[26]400経営体

○農業法人数
 　[21]148経営体→[26]170経営体

○農業法人数
 　[21]148経営体→[26]170経営体

○「とくしまアグリテクノスクール」受講者数
（累計）
     [21]820人→[26]2,915人

○アグリビジネススクールの入学者数（累計）
　　［24］　－　 →［26］60人

2-1
(下）
P29

農林水産総合技術支援セン
ターの再編による新拠点の整
備に伴い、新たに開設予定の
「アグリビジネススクール」
についての、事業概要、数値
目標へと見直す。

農林文言の修正、数値目標の変更

●「とくしまアグリテクノスクール」において、
技術習得に必要な研修を実施します。

●アグリビジネススクールの開設等、講習会、研
修会を開催し、本県農業を担う人材育成を行いま
す。

2-1
(下）
P28

平成２４年度から、今後の地
域農業のあり方や地域の中心
となる経営体等を定める
「人・農地プラン」の作成が
開始されている。集落の合意
形成の下、作成される「人・
農地プラン」における「中心
となる経営体」は、今後の地
域を支える農業者となること
から、「中心となる経営体」
数を新たな指標とする。

農林文言の修正、数値目標の変更

●経営感覚に優れた認定農業者や農業法人を育成
します。

●人・農地プランに中心経営体と位置づけられる
地域の中心となる経営体や農業法人を育成しま
す。

2-1

(上）
P75,
(下）
P27

「もうかる農林水産業」の実
現のため、各種施策を推進す
ることによる数値目標とし
て、農畜水産物産出額を設定
する。

農林数値目標の新規設定

●本県農林水産業の持続的な発展や農山漁村の活
性化に資するため、農林水産基本条例を肉付けす
る基本計画に基づき、施策を推進します。

●本県農林水産業の持続的な発展や農山漁村の活
性化に資するため、農林水産基本条例を肉付けす
る基本計画に基づき、施策を推進します。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○投資企業数（累計）
　 [21]8社→[25]10社

○投資先企業売上高合計
　 [21]236億円→[25]270億円

○農商工連携による商品開発事業数（累計）
　 [21]41件→[26]100件

○農商工連携による商品開発事業数（累計）
　 [21]41件→[26]100件

○新商品等の開発事業数（累計）
　 [21] － →[26]50件

○新商品等の開発事業数（累計）
　 [21] － →[26]50件

○徳島ビジネスチャレンジメッセ等新農業ビジ
ネス出展数
    [21] － →[26]40出展

○徳島ビジネスチャレンジメッセ等新農業ビジ
ネス出展数
    [21] － →[26]40出展

○六次産業化法による「総合化事業計画」の認
定数
　［23］16件　 →［26］30件

2-4

(上)
P81,
(下）
P39

農林水産物を活用した新産業
創出のための６次産業化を促
進する、六次産業化法による
「総合化事業計画」の認定数
を数値目標とする。

商工・
農林

数値目標の新規設定

●徳島ならではの地域資源による「とくしまブラ
ンド」の活用や、本県の豊富で良質な農林畜水産
物と中小企業が有する高いものづくり技術等を連
携させ、農商工連携による新商品開発などを促進
します。

●徳島ならではの地域資源による「とくしまブラ
ンド」の活用や、本県の豊富で良質な農林畜水産
物と中小企業が有する高いものづくり技術等を連
携させ、農商工連携による新商品開発などを促進
します。

2-3
(下）
P34

(県政運営評価戦略会議)
現状での達成見込みが困難と
なっており、課題把握に努
め、具体的な今後の取組方針
を決定すべき。
創業時には、新製品を開発し
ても物流費がネックになって
全国展開できないことがあ
る。物流業者とのいろんな研
究会の開催などの支援が必
要。

商工

（文言の修正、数値目標の変更）
当事業は、期間満了まで残り２年
を切っており、投資先企業の出口
を見据えた成長支援が重要な段階
となっていることから、今後は
「企業の成長を促す」支援に軸足
を移すこととし、「投資先企業の
売上高」を新たな指標とする。

●県内の有望なベンチャー企業に対し、投資事業
有限責任組合*が、株式、社債の引受等の直接金融
の手段による資金の提供を行います。

●県内の有望なベンチャー企業に対し、投資事業
有限責任組合*が、株式、社債の引受等による資金
の提供や物流コスト対策等も踏まえた販路開拓や
組織体制整備など株式公開に向けた指導を行う。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「とくしま障害者雇用促進条例（仮称）」の
制定
    [24]制定

○「徳島県障害者の雇用の促進等に関する条
例」の制定
［24］制定

○民間企業の障害者雇用率（Ｈ18対比増加幅）
    [21]全国2位→[26]全国1位

○民間企業の障害者雇用率（Ｈ18対比増加幅）
    [21]全国2位→[26]全国1位

○民間企業の障害者雇用率
    [21]1.61％→[26]1.80％（法定雇用率）以
上

○民間企業の障害者雇用率
    [21]1.61％→[26]2.00%（法定雇用率）

2-5
(5-3)

(上)
P83,
(下）
P41,
P112

条例の制定により、「とくし
ま障害者雇用促進条例（仮
称）」を「徳島県障害者の雇
用の促進等に関する条例」に
修正する。また、「障害者の
雇用の促進等に関する法律施
行令及び身体障害者補助犬法
施行令の一部を改正する政
令」により、平成２５年４月
から障害者の法定雇用率が引
き上げられるため、民間企業
の障害者雇用率の数値目標を
上方修正する。

商工文言の修正、数値目標の上方修正

●障害者の職業能力開発に向けた訓練等を実施す
るとともに、事業主をはじめとした県民の意識啓
発を図り、個人、地域、事業主、行政のそれぞれ
の立場で障害者の職業的自立を支援する体制づく
りを目指します。

●「徳島県障害者の雇用の促進等に関する条例」
に基づき、障害者の職業能力開発に向けた訓練等
を実施するとともに、事業主をはじめとした県民
の意識啓発を図り、個人、地域、事業主、行政の
それぞれの立場で障害者の職業的自立を支援する
体制づくりを目指します。
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現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所
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主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標
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主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○大阪中央卸売市場における青果物の都道府県
別販売金額
    [21]第2位→[26]第1位

○大阪中央卸売市場における青果物の都道府県
別販売金額
    [21]第2位→[26]第1位

○「飛び出す」ブランド産地育成事業実施産地
数（累計）
     [21] －　→[26]60産地

○「飛び出す」ブランド産地育成事業実施産地
数（累計）
     [21] －　→[26]60産地

○とくしま特選ブランド創出数（累計）
    [21] － →[26]20ブランド

○とくしま特選ブランド創出数（累計）
    [21] － →　[26]40ブランド

○「とくしまブランド・クチコミ応援隊」育成
数（累計）
     [21]  － →[26]1,200人

○「とくしまブランド・クチコミ応援隊」育成
数（累計）
     [21]  － →[26]1,200人

○「とくしまブランド協力店」における徳島県
フェアの開催回数（累計）
      [21]20回→[26]150回

○「とくしまブランド協力店」における徳島県
フェアの開催回数（累計）
      [21]20回→[26]150回

○「新鮮 なっ！とくしま」号の運行回数（累
計）      [21]246回→[26]500回

○「新鮮 なっ！とくしま」号の運行回数（累
計）
    [21]246回→[26]500回

○徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数（累
計）
    [21]2回→[24]5回

○徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数（累
計）
    [21]2回→[24]5回

○「徳島産はも指定応援料理店」の県外店舗数
（累計）
     [21] － →[26]12店舗

○「徳島産はも指定応援料理店」の県外店舗数
（累計）
     [21] － →[26]12店舗

○野菜の作付け面積拡大（累計）
　［23］　－　 →［26］500ha

2-6

(上)
P85,
(下）
P43

生産現場での「とくしま特選
ブランド」への関心が高ま
り、平成２４年度の実績見込
みが目標数値を上回ることか
ら、成果・効果の更なる向上
を目指し、とくしま特選ブラ
ンド創出数（累計）の数値目
標について上方修正を行う。
また、生産体制の強化を図
り、首都圏等への販売促進を
図るため、野菜作付け面積の
拡大を数値目標とする。

農林
数値目標の上方修正、数値目標の
新規設定

●「生鮮市場」はもとより「食品全般」を視野に
入れた「新鮮なっ！とくしま」号の全国展開や、
大都市、海外におけるＰＲ体制並びに生産体制の
強化を行います。

●「生鮮市場」はもとより「食品全般」を視野に
入れた「新鮮なっ！とくしま」号の全国展開や、
大都市、海外におけるＰＲ体制並びに生産体制の
強化を行います。

16
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○輸出定着品目数（累計）
　 [21]4品目 →[26]10品目

○輸出定着品目数（累計）
　 [21]4品目 →[26]10品目

○輸出拠点数
     [21]4箇所→[26]8箇所

○輸出拠点数
   [21]4箇所→[26]8箇所

○「とくしまブランド海外協力店」数
    [21] － →[26]8店舗

○「とくしまブランド海外協力店」数
    [21] － →[26]8店舗

○農林水産物輸出金額
    [21]2,000万円→[26]8,000万円

○農林水産物等輸出金額
    [23]1.1億円 → [26] 2.4億円

○地域特産物数（累計）
    [21]1品目→[26]5品目

○６次産業化に取り組む地域特産物数（累計）
　[21]1品目→[26]6品目

○新商品開発数（累計）
    [21]5商品→[26]20商品

○新商品開発数(累計）
　[21]5商品→[26]24商品

南部2-6
(下）
P45

平成24年11月にイオンリテー
ル(株)、ＪＡあなん、那賀
町、県を構成員とする「木頭
ゆず食文化振興協議会」を設
立、新たな商品開発に向けた
取組が加速されることによ
り、平成24年度の実績見込み
は、H26目標値を越えると予
測されるため、事業実施によ
る６次産業化の更なる進化を
目指し、目標数値について、
上方修正する。
地域クラスターについては、
丹生谷地域において先行的に
取り組んでいるところであ
り、この成果を踏まえ、阿南
地域への展開を検討すること
とする。

文言の修正、数値目標の上方修正

●阿南・丹生谷地域において、「阿南・丹生谷地
域クラスター」を設立し、新たな商品の開発や販
路開拓など、6次産業化を推進します。

●丹生谷地域において、「Ｎｅｗ－谷クラス
ター」を設立し、新たな商品の開発や販路開拓な
ど、６次産業化を推進します。

2-6
(下）
P44

農林水産物の輸出拡大を目指
し、新たに農林水産加工品等
についても輸出拡大の目標と
することから、農林水産物輸
出金額について、加工品等を
含めた数値目標とするよう見
直す。

農林数値目標の変更

●世界にはばたく「とくしまブランド」の確立を
目指し、県産農林水産物の輸出を支援します。

●世界にはばたく「とくしまブランド」の確立を
目指し、県産農林水産物の輸出を支援します。

17
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

19 2-6
(下）
P46

既に新たな産地づくりに取り
組んでいる、そば、みまから
青唐辛子についても、にし阿
波ならではの品目としてさら
に推進していくこととし、追
加する。

文言の修正 西部

○ファームサービス事業体数（累計）
    [21]16経営体 → [26]19経営体

○ファームサービス事業体数（累計）
    [21]16経営体 → [26]19経営体

○集落営農に取り組む組織数（累計）
　　[23] 1組織　→［26］5組織

○高能率団地の設定数（累計）
　 [21] － →[26]60団地

○高能率団地の設定数（累計）
　 [21] － →[26]60団地

○新林業生産システム（先進林業機械）導入数
（累計）
　 [21]25セット→[26]45セット

○新林業生産システム（先進林業機械）導入数
（累計）
　 [21]25セット→[26]45セット

○林内路網*開設延長（累計）
    [21]6,106ｋｍ→[26]6,700ｋｍ

○林内路網*開設延長（累計）
    [21]6,106ｋｍ→[26]6,930ｋｍ

○「林業版」直接支払制度を活用した森林整備
面積（累計）
     [21] － →[26]20,000ｈａ

○「林業版」直接支払制度を活用した森林整備
面積（累計）
     [21] － →[26]20,000ｈａ

西部

2-7
(下）
P49

「森林整備加速化・林業飛躍
基金」等を積極的に活用し、
林道、作業道等の林内路網整
備に取り組んでいる。平成２
３年度実績が平成２４年度目
標数値を上回ったことから、
成果・効果の更なる向上を目
指し、林内路網開設延長（累
計）の上方修正を行う。

文言の修正、数値目標の上方修正

●「高能率団地」に「新林業生産システム」と効
率的な路網を配置し、主伐も見据えた生産基盤を
整備します。

●積み増しされた「森林整備加速化・林業飛躍基
金」等を活用した生産基盤の整備を加速します。

農林

●にし阿波ならではの品目として、いんげん、
ピーマンなどの園芸品目*、ぶどう、ブルーベリー
などの果樹、タラノメ、山ふきなどの山菜、郷衆
芋をはじめとする伝統野菜など、特徴ある産地づ
くりを進めます。

●にし阿波ならではの品目として、いんげん、
ピーマン、みまから青唐辛子などの園芸品目、ぶ
どう、ブルーベリーなどの果樹、タラノメ、山ふ
きなどの山菜、そば、郷衆芋などの伝統農産物
の、特徴ある産地づくりを進めます。

2-6
(下）
P46

県西部圏域における農業の新
たな担い手対策と、農地の適
正な保全管理の取り組みとし
て、集落単位で共同して効率
的な営農活動を行う集落営農
組織の育成を追加する。

文言の修正、数値目標の新規設定

●県西部圏域において、経営感覚に優れた農業者
や農作業の受託を行うファームサービス事業体*の
育成を進めます。

 ●県西部圏域において、集落単位で共同して効率
的な営農活動を行う集落営農組織や農作業の受託
を行うファームサービス事業体の育成を進めま
す。

20
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○製材工場1工場当たりの県産材使用量
    [21]860ｍ3 →[26]1,300ｍ3

○製材工場1工場当たりの県産材使用量
    [21]860ｍ3 →[26]1,300ｍ3

○製材品出荷量に占める人工乾燥材割合
     [21]16％→[26]25％

○製材品出荷量に占める人工乾燥材割合
     [21]16％→[26]27％

○製材ＪＡＳの認定工場数（累計）
    [21] － →[26]16工場

○製材ＪＡＳの認定工場数（累計）
    [21] － →[26]16工場

23 3-1
(下）
P52

鳥取県との連携体制を構築す
ることにより、危機管理体制
の一層の充実・強化を図るた
め、新規に主要事業を設定す
る。

主要事業の新規設定 危機

24 3-1
(下）
P58

「徳島県薬物の濫用の防止に
関する条例」に基づき、青少
年をはじめとする県民の健康
及び安全を守り、より一層の
薬物濫用対策を推進するた
め、新規に主要事業を設定す
る。

主要事業の新規設定 保健

○広域防災計画の策定
[24]策定

○広域防災計画の策定
[24]策定

○にし阿波防災行動計画の策定
　[25]策定

3-2
(下）
P63

西部圏域内の地震防災・減災
対策の一層の推進を図るた
め、県と圏域市町が共同で防
災行動計画を策定し、広域支
援体制の充実に繋げることと
する。

文言の修正・数値目標の新規設定

●西部総合県民局に、「西部圏域広域防災連絡会
議」を設置し、圏域の枠を越えた被災地域に対す
る行政機能のバックアップや被災者の受入などの
支援に向けた取組を推進します。

●「西部圏域広域防災会議」において圏域の市町
と共同して地震防災・減災対策を推進するととも
に、圏域の枠を超えた被災地域に対する行政機能
のバックアップや被災者の受入などの支援に向け
た取組を推進します。

西部

●「徳島県薬物の濫用の防止に関する条例」に基
づき、青少年をはじめとする県民の健康や安全を
守るため、より一層の薬物濫用対策を推進しま
す。

●南海トラフ巨大地震をはじめとする危機事象に
対応するため、相互応援協定を締結している鳥取
県と、両県の市町村や民間団体の相互交流や連携
を支援すること等により、広域的な連携体制の構
築を図ります。

文言の修正、数値目標の上方修正

●木材の加工規模を拡大するとともに、安心な品
質を保証するＪＡＳ取得の推進や、径級・品質等
に応じた高品質かつ安定供給可能な供給体制づく
りを支援します。

●木材の加工規模を拡大するとともに、高度な木
材加工機械の導入支援を行って安心な品質を保証
するJAS取得の推進や、径級・品質等に応じた高品
質かつ安定供給可能な供給体制づくりを支援しま
す。

農林2-7

(上)
P87,
(下）
P50

木造公共事業への乾燥材需要
の高まりから、「森林整備加
速化・林業飛躍基金」を活用
し、乾燥材製材工場の機械導
入を支援したことにより、平
成２３年度実績が平成２５年
度目標数値を上回ったことか
ら成果・効果の更なる向上を
目指し、製材品出荷量に占め
る人工乾燥材割合の目標数値
について、上方修正を行う。

22
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○補助金交付要綱策定市町村数（累計）
　 [21]5市町村→[26]24市町村

○補助金交付要綱策定市町村数（累計）
　 [21]5市町村→[26]24市町村

○山地防災ヘルパーの認定者数（累計）
    [23]84人　→　 [26]118人

○「津波・塩害対策農業版BCP」の策定
    [26]　策定

○「とくしま食品表示Gメン」の創設
     [24]創設

○「とくしま食品表示Gメン」の創設
     [24]創設

○とくしま食品表示Gメンの立入調査事業者数
 ［23］ － →[25]～[26]120事業者/年

危機

3-2
(下）
P67

山地災害に関する情報収集の
迅速化や山地災害危険地区等
における地域住民への防災啓
発を推進するため、新規に主
要事業を設定する。

主要事業の新規設定

●山地災害に関する情報収集の迅速化や山地災害
危険地区等における地域住民への防災啓発を推進
するため、山地防災ヘルパーの新規認定を推進し
ます。 農林

3-3

(上)
P97,
(下）
P71

(県政運営評価戦略会議)
数値目標の達成が困難と部局
で判断がされており、県の
リーダーシップによる対策の
強化が必要である。
また、地域差を勘案した取組
の見直し、新たな働きかけが
必要である。

（文言の修正）
対策強化の観点から、市町村と協
力して、新たに耐震化が必要な民
間建築物のリストを作成するとと
もに、それを基に特定の民間建築
物が多い市町や地震・津波で大き
な被害が想定される市町に重点を
置いて、補助制度の創設を働きか
けるよう、取組を見直す。

●産地偽装など食品の不適正表示の未然防止を図
り、食品表示の適正化を推進するため、監視体制
の充実強化を行います。

●産地偽装など食品の不適正表示の未然防止を図
り、食品表示の適正化を推進するため、監視体制
の充実強化を行います。

(県政運営評価戦略会議)
生産者、販売者側に対しての
指導はできているようなの
で、監視体制を強化していっ
てほしい。

（数値目標の新規設定）
平成24年度に「とくしま食品表示
Ｇメン」を創設したので、監視活
動の強化を図るため、新たに「立
入調査事業者数」の数値目標を設
定し、計画的な監視指導を行う。

県土3-2
(下）
P66

主要事業の新規設定

●巨大地震の発生に備え、速やかな復興に向けた
課題と対策を整理した、「津波・塩害対策農業版
BCP」の策定を行います。

●特定の民間建築物（一定要件の病院・劇場・百
貨店・マンション等）の耐震化を目的として、耐
震診断、耐震改修などに対し、事業主体である市
町村に助成を行います。

●耐震改修が必要な特定の民間建築物（一定要件
の病院・劇場・百貨店・マンション等）について
リストを作成し，市町村に補助制度の創設を促す
とともに，耐震診断や改修への補助を行う市町村
に対し，助成を行います。

農林3-2
（下）
P68

巨大地震の発生に備え、速や
かな復興に向けた課題と対策
を整理した、「津波・塩害対
策農業版ＢＣＰ」を策定する
ことから、新規に主要事業を
設定する。

28

26

27

29
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○地方独立行政法人徳島県鳴門病院の設立
[25]設立

○徳島県地域がん診療連携推進病院の指定
    [23]指定

○徳島県地域がん診療連携推進病院の指定
    [23]指定

○集学的治療
　 [26]整備、実施

○集学的治療
　 [26]整備、実施

○緩和ケア病棟の整備
　[26]整備

(上)
P99,
(下）
P77

「がん」と診断された患者や
家族は身体的にも精神的にも
大きな苦痛を抱えており、が
ん治療におけるこうした苦痛
の軽減が重要であるので、が
ん患者の療養生活の質の向上
を図るために、三好病院高層
棟整備に合わせて「緩和ケア
病棟」を整備する。

3-4 文言の修正、数値目標の新規設定

●平成26年度の新県立三好病院の開院にむけて、
「がん医療」について、従来の「手術療法」や
「化学療法」に加え、新たに「放射線療法」を取
り入れることにより、「集学的治療」が実施でき
る体制を整備します。

●平成２６年度の新県立三好病院の開院にむけ
て、「がん医療」について、従来の「手術療法」
や「化学療法」に加え、新たに「放射線療法」を
取り入れることにより、「集学的治療」が実施で
きる体制を整備します。また、高層棟の整備に合
わせて、専門的な「緩和ケア病棟」を開設しま
す。

保健・
病院

3-4
(下）
P77

鳴門病院の地方独立行政法人
化を行うことにより、安定し
た経営基盤を確立するととも
に、県北部の中核的病院とし
て、より一層の地域医療連携
機能の強化を図るため、新規
に主要事業を設定する。

主要事業の新規設定

●鳴門病院の地方独立行政法人化を行うことによ
り、安定した経営基盤を確立するとともに、県北
部の中核的病院として、より一層の地域医療連携
機能の強化を図ります。

保健30

31
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○がんの75歳未満年齢調整死亡率*（人口10万
対）
    [21]78.5 →[26]72.4

○がんの75歳未満年齢調整死亡率*（人口10万
対）
    [21]78.5 →[26]72.4

○がん検診受診率の向上
    [19]胃23.5％、大腸18.0％、肺20.2％、
乳房17.0％、子宮19.0％
    →[26]すべて50％

○がん検診受診率の向上
    [19]胃23.5％、大腸18.0％、肺20.2％、
　　   乳房17.0％、子宮19.0％→[26]胃・大
腸・肺当面40%、乳房・子宮50％

○再生可能エネルギーの導入モデル地区数
    [21] － →[26]2地区

○補助事業を活用した再生可能エネルギーの導
入地区数
［21］－ →［26］8地区

4-1
(下）
P85

全量固定価格買取制度の実施
に伴い、取組みの機運が高
まった結果、平成２４年度の
実績見込みが目標値を上回る
と推計されるため、数値目標
の見直しを行う。
また、数値目標を上方修正す
ることから、「モデル地区」
という表現を見直す。

文言の修正、数値目標の上方修正

●農村地域において、再生可能エネルギーを有効
活用するためのモデル地区を選定し、「クリーン
エネルギーの地産地消」を促進することにより、
地域の活性化を図ります。

●農村地域において、再生可能エネルギーを有効
活用するため、補助事業を積極的に活用し、「ク
リーンエネルギーの地産地消」を促進することに
より、地域の活性化を図ります。

農林

文言の修正

●地域循環システムの構築に向けての体制整備及
び風力発電など新エネルギーの導入についての検
討を進めます。また、市町村等における小水力発
電*導入に関して、技術支援を行います。

●自然エネルギー立県とくしま推進戦略に基づ
き、太陽光・風力・水力などの自然エネルギーの
本県への導入を推進します。また、市町村等にお
ける新エネルギーの活用に関して､技術支援を行う
とともに、県自らメガソーラー発電を行います。

4-1

(上)
P103,
(下）
P84

　平成２４年３月に「自然エ
ネルギー立県とくしま推進戦
略」を策定し、本県への自然
エネルギー導入を推進してい
るため文言を改める。
　市町村等に対する技術支援
は、小水力発電だけでなく太
陽光発電等も含めるととも
に、県自らメガソーラー発電
を行う。

●地域連携クリティカルパス*の推進等により、身
近な地域で本人の意向を尊重した「がん治療」が
受けられる環境づくりを進めるとともに、がん検
診の受診率の向上による死亡者の減少と治療の初
期段階からの緩和ケア*の実施によるがん患者及び
その家族の療養生活の質の維持向上を図ります。

●地域連携クリティカルパス*の推進等により、身
近な地域で本人の意向を尊重した「がん治療」が
受けられる環境づくりを進めるとともに、がん検
診の受診率の向上による死亡者の減少と治療の初
期段階からの緩和ケア*の実施によるがん患者及び
その家族の療養生活の質の維持向上を図ります。

保健

県民・
企業

数値目標の変更3-5

(上)
P101,
(下）
P80

徳島県がん対策推進計画に基
づき、目標数値を見直す。

33

34

32
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○企業局施設における太陽光発電設備
    [21]1基→[25]3基

○企業局施設における太陽光発電設備
    [21]1基→[25]4基

○ＬＥＤ照明設置実証実験（2施設）
    [23]設置

○ＬＥＤ照明設置実証実験（2施設）
    [23]設置

○県営発電所の屋外照明等へのＬＥＤ照明の導
入推進
  　[23]2施設→[25]3施設

○「環境首都とくしま憲章」の県民への浸透度
    [21]69.0％→[26]100％

○「環境首都とくしま憲章」の県民の実践度
    [23] - →[26]100％

4-1
(下）
P86

(県政運営評価戦略会議)
H22年の実績が70.9%であり、
実績が低下したこと、活動内
容も昨年度と変わらないこと
から、Ｃ評価とした。
また、「浸透度」に関して、
受講者アンケートや県のモニ
ター調査で測っているのであ
れば、県行政にある程度関心
のある人を対象としていると
考えられるので、県民全体へ
拡大するときに、かなりの誤
差があると考えられる。指標
の検討を行うべきではない
か。

（数値目標の変更）
調査方法を実際に各県民の実践度
を確認することとし、調査対象も
県のｅ－モニターだけではなく、
イベント会場や駅前でも実施す
る。

●県民共通の指針・規範である「環境首都とくし
ま憲章」の県民、事業者、行政などあらゆる主体
への普及や、これに基づく自発的な取組を促進し
ます。

●県民共通の指針・規範である「環境首都とくし
ま憲章」の県民、事業者、行政などあらゆる主体
への普及や、これに基づく自発的な取組を促進し
ます。

県民

4-1
(下）
P86

実証実験として２施設にＬＥ
Ｄ照明を設置したところ、導
入効果が見られたため、今
後、照明器具の更新時期や適
応性等を考慮しながら、計画
的な導入拡大を図る方向で見
直す。

文言の修正、数値目標の新規設定

●利用者が多く啓発効果が大きい施設の照明設備
でＬＥＤランプの実証実験を行い、計画的な導入
拡大を検討するとともに、二酸化炭素排出量削減
に貢献します。

●省エネと普及啓発を図るため、県営発電所の屋
外照明等について、ＬＥＤ照明の計画的な導入を
推進します。

企業

4-1
(下）
P85

マリンピア沖洲太陽光発電所
及び和田島太陽光発電所を活
用し、自然エネルギー活用に
ついての啓発や、災害時にお
ける非常用電源としての活用
システムの構築に向けて、電
気自動車を組み合わせて利用
する実証実験を行うよう見直
す。

文言の修正、数値目標の上方修正

●自然エネルギー活用の大切さを啓発するため、
川口発電所を始めとした企業局施設に、啓発用設
備の展示、既設水力発電所の見学者通路の整備、
太陽光発電設備の設置を行います。

●自然エネルギー活用の大切さを啓発するため、
川口発電所等に啓発用設備の展示を行うほか、新
たに建設するマリンピア沖洲太陽光発電所等を活
用し、自然エネルギー活用についての啓発や、災
害時の非常用電源としての活用に向け、電気自動
車を組み合わせて利用する実証実験を行います。

企業35

36

37
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○リサイクル率*（一般廃棄物*）
　 [20]18.9％→[27]28％

○廃プラ・PET（一般廃棄物＊）の資源化量
　　［20］7,476ｔ → ［26］9,000ｔ

○1人1日当たりのごみ排出量
　 [20]994ｇ→[27]858ｇ

○1人1日当たりのごみ排出量
　 [20]994ｇ→[27]858ｇ

○最終処分率（産業廃棄物*）
　 [20]4.5％→[27]3.3％

○最終処分率（産業廃棄物*）
　 [20]4.5％→[27]3.3％

○環境関連産業の立地を促進する貸付金・補助
金制度の実施（累計）
    [21]1件→[26]2件

○環境関連産業の立地を促進する貸付金・補助
金制度の実施（累計）
    [21]1件→[26]2件

○環境関連産業に係る各種支援制度説明会への
参加者数
  [25]～　年間100人

4-2
(下）
P90

(県政運営評価戦略会議)
23年度の実績が1件となって
いるが、これは、累計とある
ところからすると、新規の
「貸付金・補助金制度の実
施」ではないと考えられる。
その観点からすると、17年度
の実施以降、実績が上がって
いないことから、Ｃ評価とし
た。新たな具体的な取組を検
討すべき。
なお、第二幕においてもＣ評
価であった。
また、評価項目についても、
貸付金・補助金制度の利用件
数で評価するしかないのか。
他の評価項目は考えられない
のか、検討する必要があるの
ではないか。

（数値目標の新規設定）
利用実績を上げるには、貸付等の
要件緩和が考えられるが、適正な
リサイクルの確保や県内における
雇用確保といった観点から現状の
要件を緩和することは難しい。今
後においては、事業者の利便性も
考慮し、当該制度に限らず、他の
助成制度・融資制度（ＮＥＤＯ、
日本政策金融公庫など）も合わせ
てＰＲし、県内における環境関連
産業の創出・振興を図ることと
し、新たに数値目標を設定する。

●ゼロエミッション*の実現に寄与する環境関連産
業の振興を図るため、産学官による連携に努める
とともにリサイクル施設整備への支援を行いま
す。

●ゼロエミッション*の実現に寄与する環境関連産
業の振興を図るため、産学官による連携に努める
とともにリサイクル施設整備への支援を行いま
す。

県民

4-2
(下）
P89

(県政運営評価戦略会議)
第二幕ではＣ評価であった
が、Ｈ２３年度の取組におい
ても、普及啓発だけを行った
というだけで何をしたのか、
また、今後の取組方針におい
ても普及啓発や情報提供を行
うとしており、具体的な取組
が分からない。また、数値目
標は２年後でないと分から
ず、数値目標を活かすことが
できない。成果が上がってい
ないのであれば、別の対策を
検討する必要がある。

（数値目標の変更）
廃棄物連絡協議会等を通じ、一般
廃棄物の処理主体である市町村と
の連携を強化し、市町村と一体化
した取り組みに努める。
また、リサイクル率など一般廃棄
物の処理状況については、県が集
計後国に送付し、全国でのとりま
とめ後公表となる。今後において
は、県での集計後の数値を暫定値
として記載する。
なお、一般廃棄物のリサイクル率
は、市町村が関与した廃棄物処理
から算出したものであり、市町村
を介さない独自ルートによるリサ
イクルは、率に反映されない
（例：事業者から古紙問屋への売
却など）。そのため、現指標では
社会全体の状況が把握できないこ
とから、独自ルートへの流出等の
影響を受けにくい品目（廃プラ、
ＰＥＴ）に限定した指標に変更す
る。

●廃棄物の発生抑制・リサイクル促進のための普
及啓発活動を行います。

●廃棄物の発生抑制・リサイクル促進のための普
及啓発活動を行います。

県民38

39
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○セミナー等への参加者数
　[25]～　年間50人

○チャレンジモデルの取組数（累計）
    [21]2モデル→[26]12モデル

○チャレンジモデルの取組数（累計）
    [21]2モデル→[26]12モデル

○ルートマップの作成
    [26]作成

○ルートマップの作成
    [26]作成

(県政運営評価戦略会議)
「へんろ道」や「いにしえ夢
街道」、「四国のみち」、ま
た、「みずべ八十八ヶ所」な
どもあることから、連携した
取組が効率的ではないか。
取組内容の見直しが必要であ
り、また、今後の取組方針も
非常に抽象的であるため、Ｃ
評価とする。

（文言の修正）
「へんろ道」や「四国のみち」と
の連携の観点から、「ルートマッ
プ」作成の際には、これらのコー
スや「四国霊場八十八カ所」を記
載するなど、一般の方に馴染みの
あるものになるよう、取組内容を
見直す。

●「四国のみずべ八十八カ所」のＰＲを行うとと
もに、八十八カ所以外の番外箇所の新たな掘り起
こしを行い、ルートマップを作成して県内外へ
「徳島のみずべ」の魅力を情報発信します。

●「四国のみずべ八十八カ所」のＰＲを行うとと
もに、八十八カ所以外の番外箇所の新たな掘り起
こしを行い、「四国のみち」や「四国霊場八十八
カ所」と合わせたルートマップを作成して県内外
へ「徳島のみずべ」の魅力を情報発信します。 県土

4-3
(下）
P95

4-3

(上）
P111,
(下）
P95

(県政運営評価戦略会議)
環境への負荷の少ない農業を
推進することを目標としてい
ることから、H23の取組や課
題については、「経済・新成
長とくしま」で取り上げるべ
きである。よって、Ｃ評価と
した。数値目標の数値も環境
負荷軽減以外のものは、実績
から引くこと。

（文言の修正、主要事業の移行）
生産性の向上を図り、収益性の高
い畜産業の実現に向け、環境に配
慮しながらチャレンジするモデル
事業を支援するものであり、「経
済・新成長とくしま」へ移行す
る。
２－１　経済加速とくしまづくり
　　　　「もうかる農林水産業」
の推進　へ移行

●生産性の向上や飼料自給率の向上など、新たに
チャレンジするモデル的な取り組みを支援し、持
続的で地球環境にやさしい畜産の導入を推進しま
す。

●畜産農家の生産性向上や飼料自給率の向上など
経営改善のためにチャレンジするモデル的な取組
を支援します。

農林

●県民と事業者間の信頼関係を構築するため、リ
スクコミュニケーションを推進します。

●県民と事業者間の信頼関係を構築するため、リ
スクコミュニケーションを推進します。

4-3
(下）
P94

40 県民

(県政運営評価戦略会議)
目標がないため、今後の取組
がはっきりしないのではない
か。
課題において、「さらなる取
組の強化については、事業者
の負担が大きい」とあり、今
後の推進は非常に難しいこと
であることがわかるが、課題
解決策が具体的には何も挙
がっておらず、今後の取組方
針も不明瞭であるため、Ｃ評
価とした。

（数値目標の新規設定）
事業者等の負担を軽減する観点か
ら、単独の事業としてリスクコ
ミュニケーションの推進を図るだ
けではなく、新たに事業者等が県
民との間で行っている環境活動等
の一環として実施することなどに
より、リスクコミュニケーション
の推進を行う方向で見直す。ま
た、セミナー等への参加者等につ
いての目標の設定を検討する。

41

42
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○特定外来種（アライグマ・アルゼンチンア
リ・オオクチバス・ブルーギル等）の生息状況
を明らかにするための調査
　 [23]～[26]毎年調査

○特定外来種（アライグマ・アルゼンチンア
リ・オオクチバス・ブルーギル等）の生息状況
を明らかにするための調査
　 [23]～[26]毎年調査

○新しい公共による森づくり推進協議会（仮
称）の設置
    [23]設置

○「とくしま森林づくり県民会議」の設置
    [23]設置

○「徳島森林づくり推進機構（仮称）」の開設
    [26]開設

○「徳島森林づくり推進機構（仮称）」の開設
    [26]開設

文言の修正

●管理放棄森林の解消や、国際的な資源争奪戦か
らの森林保全に向け、県民や企業・ＮＰＯなど県
民総ぐるみで取り組む体制を構築し、県や市町村
の森林取得による公有林化を推進します。

●管理放棄森林の解消や水資源の確保、山地災害
の防止など森林の保全に向け、「森林を守る条
例」（仮称）を制定するとともに、県民や企業・
ＮＰＯなど県民総ぐるみで取り組む体制を構築
し、県や市町村の森林取得による公有林化を推進
します。

政策・
県民・
農林・
県土

4-5
(下）
P101

「森林を守る条例」（仮称）
を制定し、森林が育む安全・
安心な暮らしを次世代へとつ
なげる施策を展開する。
また、「新しい公共による森
づくり推進協議会（仮称）」
から正式名称となったため、
文言の修正を行う。

4-4
(下）
P99

(県政運営評価戦略会議)
鳴門市と共同でカメの捕獲を
行っているが、大きな問題に
なってから取り組まれてい
る。調査だけでなく、駆除対
策にも取り組むべきで、対策
が遅いのではないか。

（文言の修正）
アライグマについては、全国的に
農作物等への被害が発生している
ことから特定外来生物に指定され
ており、本県でも鳴門市を中心に
捕獲や調査を進めてきた。また同
様に、特定外来生物であるアルゼ
ンチンアリについても、これまで
緊急雇用創出事業により徳島市の
木材団地内で駆除対策や生息調査
を実施してきた。今後も引き続き
市町村・地域住民・企業や関係団
体などと連携し、対策を進めて行
く。

●外来種についての基礎調査を行うことにより、
生態系の保全や農林水産業への被害の防止を推進
します。

●地元市町村や地域住民、また関係団体などと連
携し特定外来種についての調査や駆除対策を行う
ことにより、生態系の保全や農林水産業への被害
の防止を促進します。

県民

5-1
（下）
P103

保健
●「徳島はぐくみプラン」の県民への浸透を図
り、子育て支援へ参画を促進する普及啓発活動を
実施します。

●子どもを大切にはぐくみ、子育ての喜びを分か
ち合える徳島を目指して、「徳島県子どものはぐ
くみ条例（仮称）」に基づき、「徳島はぐくみプ
ラン」を総合的かつ計画的に推進します。

「徳島県子どものはぐくみ条
例（仮称）」を制定し、既存
の「徳島はぐくみプラン」を
同条例に基づく実施計画とし
て位置付け、子どものはぐく
みに関する施策を推進してい
くこととしたため。

文言の修正

43

44
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○「若者未来創造塾」の開講
      [23]開講

○「若者未来創造塾」の開講
      [23]開講

○「若者未来創造塾」の参加者数
[21] － →[23]100人

○「若者未来創造塾」の参加者数(累計)
[21] － →[26]120人

○介護サービス従事者の研修参加者数
    [21]4,394人／年→[26]5,100人／年

○介護サービス従事者の指導者等の養成研修参
加者数
    [23]208人／年→[26]250人／年

5-2

●介護サービス従事者*の研修等を通じ、介護サー
ビスの質の向上を図ります。

●介護サービス従事者*の指導者等の養成研修等を
通じ、介護サービスの質の向上を図ります。

保健

(上）
P119,
(下）
P110

(県政運営評価戦略会議)
参加者については、平成２２
年度に比較し増加しているも
のの、平成１９年度から２１
年度までの実績を下回ってい
る。高齢者に対し、質の高い
介護サービスを提供するため
にも、必要な研修を受講し、
資質の向上を図る必要がある
ことから、「Ｃ評価」とし
た。今後は、研修参加者を増
やす工夫が必要である。

（文言の修正、数値目標の変更）
介護保険制度が発足して１０年以
上経過し、市町村や社会福祉法
人、ＮＰＯ法人、民間事業者によ
る、介護サービス従事者を対象と
した研修が増えている。
こうした実態を踏まえ、今後、県
においては、地域の核となるリー
ダー的人材の育成を図る観点か
ら、介護サービス従事者の高度な
技術・知識の修得に繋がるような
研修を重視していくこととし、数
値目標についても見直しする。

5-1

３　子育て機能の向上
●徳島の未来を担う若者が、徳島県の現状や人口
減少社会の到来など新たな時代潮流について学習
したり、結婚や子育てを含む自らの将来について
語り合う機会を通じて、徳島の未来に積極的に関
わっていけるよう「若者未来創造塾」を開講しま
す。

「３　子育て機能の向上」に現在ある主要事業の
中から、「若者未来創造塾」と「次代を担う親づ
くりの推進」を抜き出し、新たに「次代の子育て
を担う者の育成」の項目を設定する。

保健

(上）
P117,
(下）
P104

(県政運営評価戦略会議)
「若者未来創造塾」につい
て、子育て機能の向上を大き
な目標にしているが、平成２
３年度の取組をみると「恋俳
句レッスン」であったり、
「２０代からの経済学」、
「若者がとどまりたい街づく
り」などの講座も認められ、
「子育て」に対する事業内容
かどうか疑問であるため、Ｂ
評価とした。ただ、青年が夢
を語ったり、徳島の未来に積
極的に関わっていく、「若者
未来創造塾」の目的は大いに
評価できるため、行動計画の
中に、新たに重点戦略を設定
すればいいのではないか。

（重点戦略の中に新規項目の設
定）
当事業は、次代の親となる若者を
対象として「徳島の魅力」や「ま
ちづくり」に関することを学んで
頂き、徳島の将来に積極的に関
わっていくことのできる「地域
リーダー」としての若者を養成す
る事業であり、子育てを含めた地
域社会の課題に真剣に取り組む若
者が増えることで、みんなで子育
てを支援できる社会が実現できる
と考えており、今後も施策の推進
に努めて参りたい。重点戦略の中
の項目を「子育て機能の向上」か
ら、事業に沿うわかりやすい項目
に変更する。なお、「若者未来創
造塾」の参加者数の数値目標には
誤りがあったため訂正する。
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主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○補助犬の登録頭数（累計）
    [21]12頭→[26]17頭

○補助犬の登録頭数（累計）
    [21]12頭→[26]17頭

○視覚障害者生活訓練事業の受講者延べ数（累
計）
　　［23］621人→［26］2,500人

○家や図書館で1日10分以上本を読む児童生徒
の割合
    小5 [21]66.0％→[26]77.2％
    中2 [21]55.5％→[26]67.6％

○ふだん一日10分以上読書（新聞等を含む）を
する児童生徒の割合
　小5 ［23］70.1％→［26］78.0％
　中2 ［23］58.1％→［26］68.0％

○徳島県立みなと高等学園の設置
    [24]開校

○徳島県立みなと高等学園の設置
    [24]開校

○徳島県立みなと高等学園生徒数
    [21] － →[26]4学科96人

○「徳島県発達障害教育研究会」における参加
校数
　［24］発足　→［26］60校

6-2

(上）
P131,
(下）
P124

平成24年度「ハナミズキ・プ
ロジェクト」における教育施
設として県立みなと高等学園
が開校したことから、開校後
のみなと高等学園の取組を示
す表現を加え，指標の見直し
を行う。
発達障害教育支援の拠点であ
る、みなと高等学園を事務局
とした「徳島県発達障害教育
研究会」を発足し、発達障害
教育に関する各種の研究を深
める。25年度は県立学校（高
等学校、特別支援学校）が参
加し、順次小・中学校からも
参加を受け入れることとし，
研究会の規模を拡大しつつ研
究内容を充実、発展させる。

文言の修正、数値目標の変更

●「ハナミズキ・プロジェクト*」における教育施
設として、病弱等を伴う発達障害の生徒に対し
て、社会的・職業的自立に向けた教育を行う、全
国に先駆けた「オンリーワン施設」となる「徳島
県立みなと高等学園」を設置します。

●「ハナミズキ・プロジェクト*」における教育施
設として、病弱等を伴う発達障害の生徒に対し
て、社会的・職業的自立に向けた教育を行う、全
国に先駆けた「オンリーワン施設」となる「徳島
県立みなと高等学園」を設置し，発達障害教育を
推進します。

教育

6-1
(下）
P121

(県政運営評価戦略会議)
読書は教育の基本であり、学
力向上、人間性の向上に重要
なことであることから、この
状況を調査・解析して読書率
の向上に向けた取組の工夫、
対策に努力が必要であること
からＣ評価とした。

（数値目標の変更）
読書の生活化プロジェクトⅢを実
施し，毎月23日を家庭読書の日と
し，その週を家庭読書推進週間に
位置づけ，家庭読書につながる取
組を実施する。年間2回，平均読書
時間等を調査し，調査結果を学校
に周知することを通し実効性を高
めていく。学校における授業等で
の新聞利用が進んだこと，携帯情
報端末の普及により電子書籍によ
る読書機会が増えていることな
ど、現行の数値目標を定めた時点
から読書環境が大幅に変化したた
め，実態に合った数値目標に変更
する。

●子どもの読書活動推進計画に基づき、県内全域
で読書習慣の定着を図ります。

●子どもの読書活動推進計画に基づき、県内全域
で読書習慣の定着を図ります。

教育

(県政運営評価戦略会議)
平成２３年度の取組として、
盲導犬を１頭を育成、貸与し
たとなっている。これも当然
必要なことと思うが、ここで
は、もっと幅の広い施策を推
進していくことが求められて
いるのでないか。新たに指標
を追加して、進捗管理を行っ
たらいいと思う。

(下）
P113

5-3

●障害者が住み慣れた地域で安心した生活が送れ
るよう、居宅サービスの充実を図ります。

●障害者が住み慣れた地域で安心した生活が送れ
るよう、必要なニーズに対応した居宅サービスの
充実を図ります。

保健

（文言の修正、数値目標の新規設
定）
障害者が必要とするニーズに対応
した居宅サービスの充実に向け、
新たに視覚障害者生活訓練事業の
受講者延べ数（累計）を数値目標
として追加する。
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改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○あん・あんサポートネットの組織化
    [21] － →[26]全中学校区に組織

○あん・あんサポートネットの組織化
    [21] － →[26]全中学校区に組織

○あん・あんサポーター（スクールガードリー
ダー等を核とした学校安全ボランティア）の登
録数
    [21] － →[26]12,000人

○あん・あんサポーター（スクールガードリー
ダー等を核とした学校安全ボランティア）の登
録数
    [21] － →[26]12,000人

○児童生徒の自転車乗車中の事故数
    [21]事故件数の68％→[26]事故件数の50％
以内

○児童生徒の交通事故発生件数
    [21]事故件数449件→[26]事故件数400件以
下

○地域住民参加の防災訓練実施数
    [21] － →[26]全小・中・高校で実施

○地域住民参加の防災訓練実施数
    [21] － →[26]全小・中・高校で実施

○「オンリーワンハイスクール『元気とくしま
プロジェクト』」実施校（累計）
    [22]7校→[26]35校

○「オンリーワンハイスクール『元気とくしま
プロジェクト』」実施校（累計）
    [22]7校→[24]21校

○「スーパーオンリーワンハイスクール事業」
実施校のうち、各分野の全国大会に出場した取
組（累計）
　　[24] － →[26]8事例

文言の修正、数値目標の変更、数
値目標の新規設定

●「地域の教育・文化の創造拠点」としてのオン
リーワンハイスクールをより一層推進し、学校と
地域との連携を強め、生徒の主体的な活動を引き
出しながら、地域に貢献する学校づくりを進める
とともに、学校と地域の好循環を促します。

●「地域の教育・文化の創造拠点」としてのオン
リーワンハイスクールをより一層推進し、学校と
地域や大学との連携を強め、生徒の主体的な活動
を引き出しながら、全国に発信できる徳島ならで
はの取組を行う日本のオンリーワンハイスクール
を目指します。

教育6-3

(上)
P133,
(下）
P129

これまでの地域貢献を行う学
校を支援する「オンリーワン
ハイスクール『元気とくしま
プロジェクト』」は、リー
ディングケースをさらに伸ば
すことにより、全県的なレベ
ルアップを図ることができた
ので、平成２４年度で終了
し、平成２５年度からは、さ
らに「地域貢献」から「全
国」、そして「世界」を目指
しながら、閉塞感を打開する
取組や研究を行う学校を支援
する「スーパーオンリーワン
ハイスクール事業」として再
構築を行う。

6-3
(下）
P128

(県政運営評価戦略会議)
自転車事故率という数値目標
について、いかにも多くの事
故が起こっているという印象
を受けないよう、現状が把握
できる表示方法を検討してほ
しい。

（数値目標の変更）
児童生徒の交通事故は毎年400件以
上発生している。自転車事故だけ
でなく、すべての交通事故を減少
させるため、数値目標を改める。

●地域住民の積極的な参加による防犯・交通安
全・防災の総合的な学校安全ボランティア活動の
支援を行い、幼児・児童生徒の安全確保を図る取
組を継続的に推進します。

●地域住民の積極的な参加による防犯・交通安
全・防災の総合的な学校安全ボランティア活動の
支援を行い、幼児・児童生徒の安全確保を図る取
組を継続的に推進します。

教育
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現行現行現行現行該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

○県内拠点機能数
    [21]1箇所→[26]3箇所

○県内拠点機能数
    [21]1箇所→[25]3箇所

○「養育支援訪問事業」実施市町村数
　 [21]13市町村→[26]全市町村

○「養育支援訪問事業」実施市町村数
　 [21]13市町村→[25]全市町村

○「移住交流支援センター」の設置地域数
　 [21]8地域→[26]13地域

○「移住交流支援センター」の設置地域数
　 [21]8地域→[26]14地域

○県外からの移住者数（累計）
　[23] － →[26]180人

7-3

(上)
P145,
(下）
P142

(県政運営評価戦略会議)
数値目標は達成しており、取
組は評価できるが、移住・交
流の効果が上がっているの
か、疑問である。地区を増や
すのではなく、移住特区のよ
うなものを考えて移住者を増
やす取組をすべきではない
か。
また、移住実態の把握及び数
値目標の検討が必要である。

（文言の修正、数値目標の上方修
正、数値目標の新規設定）
移住・交流の成果を把握するた
め、「移住交流支援センター」の
設置地域数に加え、新たに移住交
流支援センターが把握した「県外
からの移住者数」を数値目標に加
える方向で見直す。
移住者の増加や雇用拡大という観
点から、すでに行っているサテラ
イトオフィスの取組をさらに推進
していくこととし、追加する。

●移住等に関する情報・魅力発信を行うため、地
域の実情に柔軟に対応し、地域の創意工夫が活か
せる総合的な支援を行う「移住交流支援セン
ター」の整備などを推進し、県と市町村が連携・
協働した積極的な移住・交流の促進を図ります。

●移住等に関する情報・魅力発信を行うため、地
域の実情に柔軟に対応し、地域の創意工夫が活か
せる総合的な支援を行う「移住交流支援セン
ター」の整備や古民家・遊休施設を活用したサテ
ライトオフィスの取組などを推進し、県と市町村
が連携・協働した積極的な移住・交流の促進を図
ります。

政策

7-1
（5-1)

工程の前倒し

●「とくぎんトモニプラザ」を核とし、さらに県
南、県西への拠点機能を整備することにより、全
県的な青少年の活動拠点機能を整備します。

●「とくぎんトモニプラザ」を核とし、さらに県
南、県西への拠点機能を整備することにより、全
県的な青少年の活動拠点機能を整備します。

(上)
P141,
(下）
P106,
P138

6-5

(上)
P137,
(下）
P133

活動拠点機能の県南部・県西
部での展開時期を、当初の平
成26年度から前倒しし平成２
５年度とする。

（工程の前倒し）
児童虐待の発生予防の観点から、
妊娠期からの支援、保護者の養育
能力を向上させる支援等、訪問に
よる養育支援が特に必要な家庭に
支援を行う「養育支援訪問事業」
が全市町村において実施されるよ
う、積極的に働きかけ、目標を前
倒しする。

●要保護児童対策地域協議会を活用し、必要な支
援を実施することにより、児童虐待の早期発見・
早期対応を図るとともに、虐待防止に向けた普及
啓発を図ります。

(県政運営評価戦略会議)
児童虐待数が増加している
中、「養育支援訪問事業」を
２６年度には全市町村にとい
う数値目標を掲げており、取
組方針が働きかけであるが、
より積極的に２６年度といわ
ず、早急に全市町村が実施す
るようにすべきである。

県民

●要保護児童対策地域協議会を活用し、必要な支
援を実施することにより、児童虐待の早期発見・
早期対応を図るとともに、虐待防止に向けた普及
啓発を図ります。

保健
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○コンベンション（中四国規模以上）の参加者
数
    [21]30,433人→[26]60,000人

○コンベンション（中四国規模以上）の参加者
数
　 ［21］56,836人→［26］110,000人

57 7-5
(下）
P150

リダンダンシーの確保や最新
の新幹線技術による技術立国
日本の再生などに繋がる「四
国新幹線の実現」を目指す。

主要事業の新規設定
政策・
県土

(県政運営評価戦略会議)
昨年度の評価でも様々な議論
の後、Ｃ評価を付けた。しか
し、それ以降も不祥事が発生
している。今やっている取組
のさらなる充実推進だけでは
なく、新たな視点も入れて再
発防止について検討すべきあ
ると考え、「Ｄ評価」とし
た。

7-5
(下）
P151

１　四国新幹線実現への取組
●日本全体の新しい「リダンダンシー」の確保・
「二眼レフ構造」の国土構築や、最新の新幹線技
術による「技術立国日本の再生」など、日本再生
の起爆剤となる四国新幹線の実現を目指します。

経営

（文言の修正）
「県職員倫理審査会」及び「監察
局」による県民目線に基づく
チェックを実施するとともに、こ
れらの意見をもとに、人事課によ
る抜き打ちの特別調査、制度所管
課による物品購入手続や公用車使
用の適正化、情報セキュリティ対
策に係るチェックの強化を図り、
職員一人ひとりにまで意識が浸透
するよう努める。

●県職員の職務執行の公正さを確保するため、
「県職員倫理審査会」、「監察局」によるチェッ
クなど、県民目線での取組を推進します。

●県職員の職務執行の公正さを確保するため、
「県職員倫理審査会」、「監察局」によるチェッ
クを行うとともに、これらを踏まえた事務執行の
見直しや、職員一人ひとりに対する県民目線の意
識の徹底を図ります。

7-4

(上)
P149,
(下）
P148

(県政運営評価戦略会議)
開催助成以外の取組が不明で
あり、また、どの程度の会議
が開催されたのかが不明であ
る。
今後の取組方針においても、
課題に掲げた他地域との差別
化についての具体的取組が必
要である。

（文言の修正、数値目標の変更）
「国際ミーティング・エキスポ」
への出展、「中四国地区コンベン
ション誘致懇談会」や四国運輸局
等と協力した海外での現地セミ
ナーの開催などの取組を推進し、
徳島の認知度の向上や開催助成を
ＰＲするとともに、ＭＩＣＥ誘致
を推進する。また、コンベンショ
ンそのものに対する助成に加え、
伝統芸能等アトラクションの開催
も支援することで他地域との差別
化を図る。
また、開催助成対象以外について
も集計し、数値目標を見直す。

●地元の業界や大学等の高等教育機関との連携強
化や関西広域連合との連携などにより、コンベン
ション*参加者数の倍増を目指します。

●大学等関係機関との連携強化や関西広域連合で
の連携、トレードショーへの出展により全国へ情
報発信を行うとともに、郷土芸能を活用した「お
もてなし」など本県ならではのコンベンション*を
提案することにより、コンベンション参加者数の
倍増を目指します。

商工56
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7-5
(下）
P151

60 経営同上

（文言の修正）
職場における「ＯＪＴの強化」な
ど、人材育成を効果的に進めるこ
とにより組織を活性化し、業務の
質の向上、使命感の醸成といった
「職場力の強化」を図る。加え
て、担当リーダーの役割の明確
化、権限の強化を行い、担当内に
おける「チェック機能」や「リー
ダーのマネジメント」が発揮され
る体制への見直しを行い、不祥事
やうっかりミスを防止することが
できる組織づくりを進める。

●公平・公正な職務執行の確保のため、｢コンプラ
イアンス*基本方針｣に基づき、職員自らの企画・
提案による取組を推進し、「職員倫理意識の徹
底」、「内部チェック機能の充実強化」を図りま
す。

●公平・公正な職務執行の確保のため、｢コンプラ
イアンス基本方針｣に基づき、「職員倫理意識の徹
底」を図ります。また、担当内における「チェッ
ク機能」や「リーダーのマネジメント」が発揮さ
れる体制への見直しを行い、不祥事やうっかりミ
スを防止することができる組織づくりを進めま
す。

7-5
(下）
P151

(県政運営評価戦略会議)
昨年度の評価でも様々な議論
の後、Ｃ評価を付けた。しか
し、それ以降も不祥事が発生
している。今やっている取組
のさらなる充実推進だけでは
なく、新たな視点も入れて再
発防止について検討すべきあ
ると考え、「Ｄ評価」とし
た。

（文言の修正）
コンプライアンスハンドブックや
ｅ－ラーニング研修をより身近な
事例に基づいて実施するととも
に、定期的なアンケートの実施な
ど新たな視点で組織や個人に内在
する課題の早期発見に努め、これ
を解消することにより、職員一人
ひとりに対する倫理意識の徹底を
図る。

●県民の疑惑や不信を招くような行為の防止を図
り、公務に対する信頼の確保を図るため、「徳島
県の公務員倫理に関する条例」の適切な運用を行
います。

●県民の疑惑や不信を招くような行為の防止を図
り、公務に対する信頼の確保を図るため、「徳島
県の公務員倫理に関する条例」の適切な運用はも
とより、職員一人ひとりに対して倫理意識を徹底
するための取組を推進します。

経営59
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○「（財）ｅ－とくしま推進財団」を活用した
産学官地域連携事業数（累計）
　 [21]48事業→[26]90事業

○「（財）ｅ－とくしま推進財団」を活用した
産学官地域連携事業数（累計）
　 [21]48事業→[26]125事業

○ＦＴＴＨサービスの世帯普及率
    [21]32.3％→[26]40.0％

○ＦＴＴＨサービスの世帯普及率
    [21]32.3％→[26]46.0％

○人材育成研修参加人数（累計）
　 [21] － →[26]48人

○人材育成研修参加人数（累計）
　 [21] － →[26]122人

3

1

2

(下）
P7

1-1

●「全県ＣＡＴＶ*網構想」で整備したブロードバ
ンド*基盤の利活用を促進し、多様化・大容量化す
るコンテンツをスムーズに通信できるＦＴＴＨ*
サービスの普及促進に努めます。

●「全県ＣＡＴＶ*網構想」で整備したブロードバ
ンド*基盤の利活用を促進し、多様化・大容量化す
るコンテンツをスムーズに通信できるＦＴＴＨ*
サービスの普及促進に努めます。

●自治体職員等を対象とした人材育成研修を実施
し、組織における持続可能なＩＣＴの活用・推進を
図ります。

政策

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

(上）
P61,
(下）
P7

1-1

(下）
P8

1-1

（数値目標の上方修正
目標設定時に想定していた産
学官地域連携事業に加え、平
成22・23年度にふるさと雇用
再生事業で事業を実施したこ
とにより、既に２６年度目標
値も達成しているため、成
果・効果の更なる向上を目指
し、産学官地域連携事業数の
目標数値について、上方修正
を行う。

平成23年3月に県下全域にブ
ロードバンド基盤整備が完了
し、FTTH加入希望者はすぐに
加入できる状況になったこと
により、平成23年度に普及が
進み、既に２６年度目標値も
達成しているため、成果・効
果の更なる向上を目指し、
FTTHサービスの世帯普及率の
目標数値について、上方修正
を行う。

現行現行現行現行

数値目標の上方修正

数値目標の上方修正

●「ｅ－とくしま推進プラン」について、「ｅ－と
くしま推進会議」において適切に進行管理するとと
もに、「（財）ｅ－とくしま推進財団」において具
体的な課題に取り組むなど、官民一体となって着実
にプランを推進します。

（（（（２２２２））））数値目標数値目標数値目標数値目標のののの上方修正上方修正上方修正上方修正のみののみののみののみの項目項目項目項目

数値目標の上方修正

●「ｅ－とくしま推進プラン」について、「ｅ－と
くしま推進会議」において適切に進行管理するとと
もに、「（財）ｅ－とくしま推進財団」において具
体的な課題に取り組むなど、官民一体となって着実
にプランを推進します。

目標設定時に想定していた人
材育成研修に加え、東日本大
震災の教訓を生かし、被災後
の業務遂行に有効な「被災者
支援システム」の導入を推進
するための研修を行ったこと
により、既に２６年度目標値
も達成しているため、成果・
効果の更なる向上を目指し、
人材育成研修参加人数の目標
数値について、上方修正を行
う。

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

●自治体職員等を対象とした人材育成研修を実施
し、組織における持続可能なＩＣＴの活用・推進を
図ります。

政策

政策
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○体験型教育旅行における協議会受入泊数（累
計）
    [21]6,181泊→[26]29,700泊

○体験型教育旅行における協議会受入泊数（累
計）
    [21]6,181泊→[26]29,700泊

○グリーン（ブルー）・ツーリズムインストラ
クター数（累計）
    [21]32人→[26]37人

○グリーン（ブルー）・ツーリズムインストラ
クター数（累計）
    [21]32人→[26]47人

○とくしま農林漁家民宿*数（累計）
    [21]5軒 →[26]15軒

○とくしま農林漁家民宿*数（累計）
    [21]5軒 →[26]17軒

○他産業からの農林水産業への参入数（累計）
    [21]29社→[25]44社

○他産業からの農林水産業への参入数（累計）
    [21]29社→[26]58社

6

4

5

(上）
P65,
(下）
P13

1-2

(上）
P65,
(下）
P13

1-2

●本県の持つ豊かな自然や食材、伝承された知恵や
技術、個性ある郷土芸能など、本県ならではの地域
資源を活用した体験メニューを磨きあげていくとと
もに、県南や県西における教育旅行の受入拡大を支
援することで、県民参加型の観光客誘致を推進しま
す。

●四国4県が連携して四国のグリーン・ツーリズム*
を推進するとともに、インターネットを活用したグ
リーン・ツーリズムのＰＲを展開し、徳島の農山漁
村への入り込み客数の増加を図り、活気あるむらづ
くりを進めます。

商工・
農林

●本県の持つ豊かな自然や食材、伝承された知恵や
技術、個性ある郷土芸能など、本県ならではの地域
資源を活用した体験メニューを磨きあげていくとと
もに、県南や県西における教育旅行の受入拡大を支
援することで、県民参加型の観光客誘致を推進しま
す。

農林

●四国4県が連携して四国のグリーン・ツーリズム*
を推進するとともに、インターネットを活用したグ
リーン・ツーリズムのＰＲを展開し、徳島の農山漁
村への入り込み客数の増加を図り、活気あるむらづ
くりを進めます。

(県政運営評価戦略会議)
数値目標は達成しているもの
の、目標値自体が少ないた
め、Ｂ評価とした。

「四国グリーンツーリズム推
進協議会」による研修会を勝
浦町において実施した結果、
平成２３年度の実績値が平成
２６年度目標数値を上回った
ことから、成果・効果の更な
る向上を目指し、グリーン
(ブルー）・ツーリズムイン
ストラクター数（累計）の目
標数値について、上方修正を
行う。

（数値目標の上方修正）
県単事業で開業支援のための説明
会を実施した他、県のホームペー
ジやパンフレットの配布によりＰ
Ｒした結果、平成２３年度の実績
が平成２５年度目標数値を上回っ
たことから、成果・効果の更なる
向上を目指し、とくしま農林漁家
民宿数（累計）の目標値の上方修
正を行う。

数値目標の上方修正

2-1

(上)
P75,
(下）
P29

社会情勢の変化にともない、
建設業等からの新規参入が増
加したことにより、平成２３
年度の実績値が目標数値を上
回っていることから、成果・
効果の更なる向上を目指し、
他産業からの農林水産業への
参入数の目標数値について、
上方修正を行う。

農林数値目標の上方修正

●農林水産業の担い手として、建設業など企業の農
林水産業分野への新規参入を支援し、企業の活動の
ノウハウを活かした農林水産業の展開を促進しま
す。

●農林水産業の担い手として、建設業など企業の農
林水産業分野への新規参入を支援し、企業の活動の
ノウハウを活かした農林水産業の展開を促進しま
す。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○徳島県若者サポートステーションにおける進
路決定者数（累計）
    [21]96人→[26]240人

○徳島県若者サポートステーションにおける進
路決定者数（累計）
    [21]96人→[26]480人

○養成訓練生の就職率
　 [21]73％→[26]85％

○養成訓練生の就職率
　 [21]73％→[26]86％

○在職者訓練の受講者数（延べ人数）
    [21]409人→[26]650人

○在職者訓練の受講者数（延べ人数）
    [21]409人→[26]1,500人

○とくしま安2ＧＡＰ認証件数（累計）
　 [21]65件（1,518人）
   →[26]120件（2,800人）

○とくしま安2ＧＡＰ認証件数（累計）
　 [21]65件（1,518人）
     →[26]160件(3,000人)

○「にし阿波ならでは」の農産物を用いた6次
産業化に取り組むモデル組織数（累計）
    [21]2組織→[26]4組織

○「にし阿波ならでは」の農産物を用いた6次
産業化に取り組むモデル組織数（累計）
    [21]2組織→[26]5組織

9

10

7

8

2-5
(6-5)

(下）
P42,
P135

広報を積極的に行った結果、
「徳島県若者サポートステー
ション」の新規登録者数が増
加したことなどにより、平成
２３年度の実績値が目標数値
を大幅に上回り、平成２６年
度の実績値も既に上回ってい
るため、目標数値について上
方修正する。

商工数値目標の上方修正

●若年無業者（ニート*）等の就業を支援するた
め、「徳島県若者サポートステーション」におい
て、専門家による個別相談等を実施するとともに、
支援機関のネットワークを活用し、支援が必要な若
年者の適切な誘導を行います。

●若年無業者（ニート*）等の就業を支援するた
め、「徳島県若者サポートステーション」におい
て、専門家による個別相談等を実施するとともに、
支援機関のネットワークを活用し、支援が必要な若
年者の適切な誘導を行います。

2-5

(上)
P83,
(下）
P42

経済団体等と「産業人材育成
に関する協定」を締結するな
ど企業等との連携を強めたこ
となどにより、平成２３年度
の実績値が目標数値を大幅に
上回り、平成２４年度の実績
見込みが目標値を上回ると推
計されるため、養成訓練生の
就職率及び在職者訓練の受講
者数の目標数値について上方
修正を行う。

商工数値目標の上方修正

●産業界との連携のもと、テクノスクール3校の訓
練内容を充実強化し、実践力のある人材育成・供給
を推進します。

●産業界との連携のもと、テクノスクール3校の訓
練内容を充実強化し、実践力のある人材育成・供給
を推進します。

2-6
(3-3)

(上)
P85,
(下）
P44,
P70

平成２３年度からＧＡＰを導
入した制度に再構築し、制度
のＰＲに努めた結果、認証件
数が増加した。このため、平
成２４年度の実績見込みは平
成２６年度目標値を上回ると
推計されるため、認証件数の
更なる向上を目指し、目標数
値について上方修正を行う。

数値目標の上方修正

●履歴管理制度（トレーサビリティシステム*）を
活用し、農産物の安全、環境保全、労働安全につい
て国の高度なＧＡＰ基準を取り入れた「とくしま安
2ＧＡＰ認証制度により、安全で安心な農産物を供
給します。

●履歴管理制度（トレーサビリティシステム*）を
活用し、農産物の安全、環境保全、労働安全につい
て国の高度なＧＡＰ基準を取り入れた「とくしま安
2ＧＡＰ認証制度により、安全で安心な農産物を供
給します。

農林

2-6
(下）
P46

平成24年8月、9月に三好市及
び東みよし町で、そばの栽培
等を推進するそばづくりの協
議会が設立されたことから、
現行の取組に加えて両協議会
を中心に、そばを活用した6
次産業化を目指す事業体の育
成を推進することとし、数値
目標を見直す。

西部数値目標の上方修正

●県西部圏域において、「にし阿波ならでは」の農
産物を用いた特産品づくりを、6次産業化により進
めます。

●県西部圏域において、「にし阿波ならでは」の農
産物を用いた特産品づくりを、6次産業化により進
めます。
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○県外における「徳島すぎの家」協力店数（累
計）
    [21] － →[26]25店

○県外における「徳島すぎの家」協力店数（累
計）
    [21] － →[26]31店

○県産材の県外出荷量
    [21]13万ｍ3 →[26]19.5万ｍ3

○県産材の県外出荷量
    [21]13万ｍ3 →[26]19.5万ｍ3

○子どもたちを対象にした防災講座・訓練等実
施回数
    [21]年5回→[26]年45回

○子どもたちを対象にした防災講座・訓練等実
施回数
　[21]年5回→[26]年55回

○自主防犯ボランティア団体リーダー研修受講
者数（累計）
    [21]322人→[26]400人

○自主防犯ボランティア団体リーダー研修受講
者数（累計）
    [21]322人→[26]820人

12

13

11 2-7

(上)
P87,
(下）
P51

木造住宅の建築支援の対象を
県外へ拡大したことにより、
平成２３年度実績が平成２５
年度目標数値を上回ったこと
から成果・効果の更なる向上
を目指し、「徳島すぎの家」
協力店数の目標数値について
上方修正を行う。

農林数値目標の上方修正

●県外消費の拡大を図るため、工務店や設計士との
連携を進めるとともに、大消費地への販路拡大に向
けた普及活動を展開します。

●県外消費の拡大を図るため、工務店や設計士との
連携を進めるとともに、大消費地への販路拡大に向
けた普及活動を展開します。

3-1
(下）
P57

東日本大震災発生後、県民及
び教育機関の地震・津波に対
する危機意識が高まり、平成
２３年度の実績値が目標数値
を大きく上回っており、２４
年度の実績見込みが目標値を
上回ると推計されるため、成
果・効果の更なる向上を目指
し、子どもたちを対象にした
防災講座・訓練等実施回数の
目標数値について、上方修正
する。

数値目標の上方修正

●県南部圏域における次世代の防災活動の担い手を
育成するため、出前講座や南部防災館を活用した体
験学習、防災訓練等を行うほか、学校や地域の中で
子どもたちの防災力を育む取組を支援することで、
防災教育の充実を図ります。

●県南部圏域における次世代の防災活動の担い手を
育成するため、出前講座や南部防災館を活用した体
験学習、防災訓練等を行うほか、学校や地域の中で
子どもたちの防災力を育む取組を支援することで、
防災教育の充実を図ります。

南部

3-1
(下）
P58

県民の防犯意識が高まる中、
より一層の自主防犯ボラン
ティアリーダーの育成を図る
ため、リーダー研修への参加
を強く促すとともに、警察
署、各地区防犯協会、市町
村、教育委員会等関係機関と
の連携を強化した結果、平成
23年度の実績値が目標数値を
大幅に上回り、平成26年度の
目標数値をも上回ったことか
ら、成果・効果の更なる向上
を目指し、自主防犯ボラン
ティア団体リーダー研修受講
者数の目標数値について、上
方修正を行う。

数値目標の上方修正

●「徳島県安全で安心なまちづくり条例」に基づ
き、地域自主防犯活動を促進するとともに、犯罪の
防止に配慮したまちづくりを推進します。

●「徳島県安全で安心なまちづくり条例」に基づ
き、地域自主防犯活動を促進するとともに、犯罪の
防止に配慮したまちづくりを推進します。

危機
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○修学資金制度の創設
    [23]創設

○修学資金制度の創設
    [23]創設

○獣医学生のインターンシップ年間受入人数
 　[21]3人→[26]12人
（[23]6人、[24]8人、[25]10人、[26]12人）

○獣医学生のインターンシップ年間受入人数
 　[21]3人→[26]12人
（[23]6人、[24]8人、[25]12人、[26]12人）

○獣医師修学資金貸与者数（累計）
 　[21] － →[26]16人

○獣医師修学資金貸与者数（累計）
 　[21] － →[26]16人

○若年層献血者数（16歳～29歳）
    [21]7,181人→[26]8,200人

○若年層献血者数（16歳～29歳）
    [21]7,181人→[26]8,200人

○献血モバイル会員登録者数（累計）
    [21]1,044人→[26]2,000人

○献血モバイル会員登録者数（累計）
    [21]1,044人→[26]2,300人

○自殺予防サポーター養成者数（累計）
    [21] － →[26]4,000人

○自殺予防サポーター養成者数（累計）
    [21] － →[26]12,000人

16

15

14 3-3

(上)
P97,
(下）
P71

インターンシップに要する旅
費の一部負担など学生が参加
しやすい工夫を行うことによ
り、平成２３年度の実績値が
目標値に現状で既に達成して
おり、成果・効果の更なる向
上を目指し、獣医学生のイン
ターンシップ年間受入人数の
目標数値について、平成２５
年度の目標数値を１０名から
１２名に上方修正する。

数値目標の上方修正

●獣医学生に対し、修学資金の貸与、県獣医師職員
勤務機関でのインターンシップ*を通じ、家畜伝染
病予防、食肉衛生検査業務等の理解を深めることに
より、本県獣医師の確保を図り、食の安全・安心に
係る業務を推進します。

●獣医学生に対し、修学資金の貸与、県獣医師職員
勤務機関でのインターンシップ*を通じ、家畜伝染
病予防、食肉衛生検査業務等の理解を深めることに
より、本県獣医師の確保を図り、食の安全・安心に
係る業務を推進します。

危機・
農林

3-4
(下）
P78

献血モバイル会員の登録者数
については，若者向けタウン
誌の活用等周知に努めたこと
により，平成23年度の実績値
が目標数値を大幅に上回って
おり24年度の実績見込みが目
標値を上回ると推計されるた
め，成果・効果の更なる向上
を目指し，献血モバイル会員
登録者数の目標数値につい
て，上方修正を行う。

数値目標の上方修正

●献血について一層の普及啓発を図るとともに、若
年層に身近なメディア（タウン誌、携帯電話等）を
活用した各種啓発を実施し、献血者の増加を図りま
す。

●献血について一層の普及啓発を図るとともに、若
年層に身近なメディア（タウン誌、携帯電話等）を
活用した各種啓発を実施し、献血者の増加を図りま
す。

保健

3-5

(上)
P101,
(下）
P81

受講しやすい環境づくりのた
め、対象の拡大や保健所が実
施する研修の充実を図ったこ
とにより平成23年度の実績値
が目標数値を大幅に上回って
おり、24年度の実績見込みが
目標値を上回るため、成果・
効果のさらなる向上を目指
し、自殺予防サポーター養成
者数（累計）の目標数値につ
いて、上方修正を行う。

数値目標の上方修正

●「徳島県自殺者ゼロ作戦」に基づき、行政及び民
間団体における相談機能の強化や連携体制の構築等
により、自殺予防を強力に推進するとともに、「徳
島県自殺予防サポーター」（ゲートキーパー、傾聴
ボランティアなど自殺予防、傾聴の研修受講者）を
新たに養成し、地域における自殺対策の推進を図り
ます。

●「徳島県自殺者ゼロ作戦」に基づき、行政及び民
間団体における相談機能の強化や連携体制の構築等
により、自殺予防を強力に推進するとともに、「徳
島県自殺予防サポーター」（ゲートキーパー、傾聴
ボランティアなど自殺予防、傾聴の研修受講者）を
新たに養成し、地域における自殺対策の推進を図り
ます。

保健
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○高等教育機関との産学民官連携協働事業数
（累計）
　 [21] － →[26]4件

○高等教育機関との産学民官連携協働事業数
（累計）
　　 [21] － →[26]8件

○環境アドバイザー派遣件数
　 [21]39件→[26]45件

○環境アドバイザー派遣件数
　 [21]39件→[26]60件

○マイバッグでお買い物隊員数（累計）
    [21] － →[26]2,000人以上

○マイバッグでお買い物隊員数（累計）
　 [21] － →[26]4,500人以上

18

19

17 4-1
(下）
P83

平成２３年度は５つの事業に
ついて競争的資金が獲得でき
たことにより目標を達成した
ので、数値目標の上方修正を
行う。

数値目標の上方修正

●地球にやさしい環境活動を県民を挙げて推進する
ため、とくしま環境県民会議が中心となって各主体
の自主的・積極的な取組を支援・拡大します。

●地球にやさしい環境活動を県民を挙げて推進する
ため、とくしま環境県民会議が中心となって各主体
の自主的・積極的な取組を支援・拡大します。

県民

4-1
(下）
P87

4-2

(上)
P107,
(下）
P89

県民

インディゴソックスの選手を
エコ王子に認定するなど、新
しい取り組みを行ったことに
より目標を達成したため、目
標数値を上方修正する。

数値目標の上方修正

●産学民官で構成する「とくしま環境県民会議」を
中心に市町村や民間企業等と連携して、日常生活に
おける「見える化モデル」として「マイバッグでお
買い物隊員」の登録数増加を図ります。

●産学民官で構成する「とくしま環境県民会議」を
中心に市町村や民間企業等と連携して、日常生活に
おける「見える化モデル」として「マイバッグでお
買い物隊員」の登録数増加を図ります。

県民

平成２３年度は小学校との連
携がスムーズに進み、目標を
達成したため、数値目標の上
方修正を行う。

数値目標の上方修正

●環境学習情報や環境イベントを一元的に集約し、
提供する「とくしま環境首都学校」の運営などを通
じて、学習機会の提供を行い、県民の環境学習に対
する意欲を増進させることにより、県民一人ひとり
の自主的・積極的に環境行動・活動を支援します。

●環境学習情報や環境イベントを一元的に集約し、
提供する「とくしま環境首都学校」の運営などを通
じて、学習機会の提供を行い、県民の環境学習に対
する意欲を増進させることにより、県民一人ひとり
の自主的・積極的に環境行動・活動を支援します。
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○市町村被害防止計画の策定数（累計）
　 [21]16市町村→[26]21市町村

○市町村被害防止計画の策定数（累計）
　 [21]16市町村→[26]21市町村

○集落等で取り組んだ防止施設等の整備件数
（累計）
　 [21]273件→[26]340件

○集落等で取り組んだ防止施設等の整備件数
（累計）
　 [21]273件→[26]700件

○イノシシ・シカの処理加工施設数
　 [21] － →[25]3施設

○イノシシ・シカの処理加工施設数
　 [21] － →［26］5施設

○モンキードッグ*育成頭数
    [21]17頭→[26]34頭

○モンキードッグ*育成頭数
    [21]17頭→[26]36頭

○広域連携によるカワウ被害防止対策取組河川
数
　 [21] － →[26]6河川（県下全主要河川）

○広域連携によるカワウ被害防止対策取組河川
数
　 [21] － →[26]6河川（県下全主要河川）

○県民参加による植樹など森づくり件数（累
計）
    [21]12件→[26]60件

○県民参加による植樹など森づくり件数（累
計）
    [21]12件→[26]60件

○カーボン・オフセットに基づく森づくり企
業・団体数（累計）
    [21]15企業・団体→[26]100企業・団体

○カーボン・オフセットに基づく森づくり企
業・団体数（累計）
    [21]15企業・団体→[26]100企業・団体

○個人寄附金による森づくり箇所数（累計）
    [21] － →[26]5箇所

○個人寄附金による森づくり箇所数（累計）
    [21] － →[26]5箇所

○オフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）*認
証面積（累計）
    [21]129ｈａ→[26]650ｈａ

○森林吸収量取引制度認証面積（累計）
［21］129ha→［26］1,180ha

○関西広域連合における「森林づくりカーボ
ン・オフセット制度」の創設
    [26]創設

○関西広域連合における「森林づくりカーボ
ン・オフセット制度」の創設
    [26]創設

21

20

県民・
農林

4-4

(上）
P113,
(下）
P99

●森林の重要性をＰＲするとともに、ボランティア
や企業・県民と協働した森づくり活動や、森林のＣ
Ｏ2吸収量を活かした排出量取引制度の導入を推進
します。

4-5

(上）
P115,
(下）
P102

国の鳥獣被害防止総合対策交
付金を確保し、侵入防止柵の
整備やモンキードッグの育成
を推進した結果、集落等で取
り組んだ防止施設等の整備件
数及びモンキードッグの育成
頭数は平成２３年度の実績値
が目標数値を上回った。今
後、成果・効果の更なる向上
を目指し、目標数値の上方修
正を行う。
イノシシ・シカの処理加工施
設については、獣肉の利活用
や普及を進める上で重要な要
素であるため、目標数値の上
方修正を行う。

数値目標の上方修正

●農林漁業の生産活動を促進するため、サル・イノ
シシ・シカ・カワウなどの鳥獣被害対策を総合的に
進めます。

●農林漁業の生産活動を促進するため、サル・イノ
シシ・シカ・カワウなどの鳥獣被害対策を総合的に
進めます。

農林

●森林の重要性をＰＲするとともに、ボランティア
や企業・県民と協働した森づくり活動や、森林のＣ
Ｏ2吸収量を活かした排出量取引制度の導入を推進
します。

民間企業が所有する森林での
認証が促進されていること
で、平成２３年度の実績が平
成２５年度の目標数値を上回
ることから、成果・効果の更
なる向上を目指すため、オフ
セット・クレジット（Ｊ－Ｖ
ＥＲ）認証面積の目標数値に
ついて、上方修正を行う。ま
た、国の制度改正により名称
が変更となるため、これに併
せて数値目標項目名の変更を
行う。

文言の修正、数値目標の上方修正
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該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○一般事業主行動計画策定・届出事業所数（累
計）
　　　(100人以下の事業所)
　 [21]149事業所→[26]250事業所

○一般事業主行動計画策定・届出事業所数（累
計）
　　　(100人以下の事業所)
　 [21]149事業所→[26]280事業所

○高校におけるインターンシップの実施率
    [21]54％→[26]70％

○高校におけるインターンシップの実施率
    [21]54％→[26]80％

○中学校における職場体験の実施率
　 [21]83％→[26]100％

○中学校における職場体験の実施率
　 [21]83％→[26]100％

○県立学校の「防災クラブ」の設置数（累計）
    [21] － →[26]20校以上

（ [23]5校 、[24]10校 、[25]15校、 [26]20
校以上）

○県立学校の「防災クラブ」の設置数（累計）
    [21] － →[26]20校以上

（ [23]5校 、[24]10校 、[25]15校以上、
[26]20校以上）

24

22

23

5-1

●県内企業等への戸別訪問やセミナーなどを実施
し、中小企業等における「一般事業主行動計画」の
策定や「ポジティブ・アクション」の積極的な取組
を促進することにより、仕事と子育て等が両立する
ための環境整備を進めます。

●県内企業等への戸別訪問やセミナーなどを実施
し、中小企業等における「一般事業主行動計画」の
策定や「ポジティブ・アクション」の積極的な取組
を促進することにより、仕事と子育て等が両立する
ための環境整備を進めます。

商工

(上）
P117,
(下）
P107

平成２３年の法改正（一般事
業主行動計画策定・届出の義
務づけ対象事業所の拡大）を
踏まえ、国と連携し広報を積
極的に行ったことなどによ
り、平成２３年度の実績値が
目標数値を大幅に上回り、平
成２４年度の実績見込みが目
標値を上回ると推計されるた
め、成果・効果の更なる向上
を目指し、「一般事業主行動
計画策定・届出事業所数（累
計）」の目標数値について、
上方修正を行う。

数値目標の上方修正

6-1

(上）
P129,
(下）
P123

インターンシップ関連事業の
実施，キャリア教育の理解等
に向けた小冊子「キャリア教
育の推進に向けて」の各小中
高校への配布や校長会での実
施依頼により，インターン
シップ実施率が目標値を上
回ったので，現状に合った目
標値に見直す。

数値目標の上方修正

●児童生徒の社会的・職業的自立に向けた基礎的な
能力の向上や勤労観・職業観の育成を図るため、県
下全域における職場体験や就業体験の取組を推進し
ます。

●児童生徒の社会的・職業的自立に向けた基礎的な
能力の向上や勤労観・職業観の育成を図るため、県
下全域における職場体験や就業体験の取組を推進し
ます。

教育

6-3

(上)
P133,
(下）
P128

(県政運営評価戦略会議)
全校に防災クラブを設置し、
クラブを通じて対応能力の向
上を図るべきであるが、防災
クラブの設置が遅いためＣ評
価とした。

(数値目標の上方修正）
防災クラブの設置は，全国的にも
例を見ない先進的な取組であり，
実施にあたっては様々に検討を重
ねながら進めているところであ
る。
１年目は津波被害の想定される沿
岸部の学校５校を，２年目は土砂
災害や洪水等の被害が想定される
地域の学校を含めた５校を指定
し，実施してきた。
今後とも地域と連携し優れた取組
を普及し，防災クラブの設置をで
きるだけ前倒しで進めていきた
い。

●地域住民と連携した防災教育を推進し、児童生徒
の防災対応能力の向上と地域防災の担い手の育成を
図ります。

●地域住民と連携した防災教育を推進し、児童生徒
の防災対応能力の向上と地域防災の担い手の育成を
図ります。

教育
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○食育推進ボランティア登録数（累計）
    [21]1,391人→[26]1,600人

○食育推進ボランティア登録数（累計）
    [21]1,391人→[26]1,720人

○農山漁村（ふるさと）協働パートナーの協定
数（累計）
    [21] － →[26]20協定

○農山漁村（ふるさと）協働パートナーの協定
数（累計）
    [21] － →[26]35協定

○「とくしま県民活動プラザ」において情報発
信を行っているＮＰＯ法人等の団体数
    [21] － →[26]50団体

○「とくしま県民活動プラザ」において情報発
信を行っているＮＰＯ法人等の団体数
    [21] － →[26]90団体

○ＮＰＯ等の活動基盤の強化を図る講座等への
参加者数（累計）
    [21] － →[26]300人

○ＮＰＯ等の活動基盤の強化を図る講座等への
参加者数（累計）
    [21] － →[26]300人

○ＮＰＯビレッジ＊の設置数
    [22] － →[26]３箇所

○ＮＰＯビレッジ＊の設置数
    [22] － →[26]３箇所

26

27

25 農林6-4

(上)
P135,
(下）
P132

(県政運営評価戦略会議)
食育ボランティアとの連携が
難しい状況下では本事業の推
進は難しく、根本的な見直し
が必要と判断して、Ｃ評価と
した。

（数値目標の上方修正）
食育を効果的に進めるためのスキ
ルアップ研修会、事例研修会や報
告会を実施し、食育推進リーダー
を育成している。さらに、この
リーダーを核として、学校教育や
地域活動の場における地産地消料
理実習や農林漁業体験、食育教室
を開催するなど食育推進ボラン
ティアと「連携」した食育を推進
する。また、数値目標である「食
育推進ボランティア登録数」につ
いては上方修正を行う。

●学校や地域における食育を効果的に進めるため、
地産地消料理や郷土料理などを指導するリーダーを
育成します。

●学校や地域における食育を効果的に進めるため、
地産地消料理や郷土料理などを指導するリーダーを
育成します。

7-2
(下）
P140

県下の企業・大学等に広く積
極的に働きかけたところ、平
成２３年度の実績が平成２５
年度目標数値を上回ったこと
から、事業実施による農山漁
村地域の保全活性化推進を目
指し、農山漁村(ふるさと)協
働パートナーの協定数(累計)
の目標数値について、上方修
正を行う。

数値目標の上方修正

●「農山漁村（ふるさと）は県民の宝物」との考え
に立ち、“まちとむら”の「協働」による農山漁村
の保全・活性化を促進します。

●「農山漁村（ふるさと）は県民の宝物」との考え
に立ち、“まちとむら”の「協働」による農山漁村
の保全・活性化を促進します。

農林

7-2
(下）
P140

各種情報の集積・発信を行う
ため、とくしま県民活動プラ
ザ内に平成２３年度に創設し
た「ゆめバンクとくしま」
が、今年度までに想定以上の
利用となり、目標を達成した
ため目標数値を見直す。今後
は、創設当初のような増加は
見込めないものの、着実な増
加に努めていく。

数値目標の上方修正

●夢と活力でにぎわうまちづくりを進めるため、Ｎ
ＰＯの起ち上げから自立まで支援します。

●夢と活力でにぎわうまちづくりを進めるため、Ｎ
ＰＯの起ち上げから自立まで支援します。

県民
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○アドプト参加団体数
    [21]833団体→[26]920団体

○アドプト参加団体数
    [21]833団体→[26]1,020団体

○「中山間地域等直接支払制度*」の集落で地
域農業を支える体制づくりに取り組んだ集落数
    [21] － →[24]164集落

○「中山間地域等直接支払制度*」の集落で地
域農業を支える体制づくりに取り組んだ集落数
    [21] － →[24]164集落

○農地や農業用水などを保全するため共同活動
に取り組んだ活動組織数
    [23]～[26]104組織

○農地や農業用水などを保全するため共同活動
に取り組んだ活動組織数
    [23]104組織→[26]109組織

○「マチ☆アソビ」年間参加者数
    [22]59,000人→[26]70,000人

○「マチ☆アソビ」年間参加者数
    [22]59,000人→[26]100,000人

○「国際アニメ映画祭」の開催
    [23]開催

○「国際アニメ映画祭」の開催
    [23]開催

29

30

28 7-2

(上)
P143,
(下）
P141

平成２３年度実績より、調査
対象を市町村が行うアドプト
事業にも拡げたことで、１０
０団体を超える増加となり目
標を達成したため、目標数値
を見直す。ただし、従来の
国・県関係のアドプト参加団
体数は「横ばい」状態であ
り、今後は、着実に増加する
よう取り組んでいきたい。

数値目標の上方修正

●住民団体や企業等との協働によるアドプトプログ
ラムの取組をさらに推進し、公共土木施設以外の公
の施設へも区域の拡大を図るとともに、参加団体の
拡大を進めます。

●住民団体や企業等との協働によるアドプトプログ
ラムの取組をさらに推進し、公共土木施設以外の公
の施設へも区域の拡大を図るとともに、参加団体の
拡大を進めます。

県民

7-3

(上)
P145,
(下）
P143

平成２４年度から、農地や農
業用水などを保全するための
共同活動を支援する第２期対
策がスタートしたため、取組
みの一層の推進を図った結
果、平成２４年度実績見込み
が目標数値を上回ることか
ら、成果・効果の更なる向上
を目指し、目標数値につい
て、上方修正を行う。

数理目標の上方修正

●農業生産の維持・拡大を図るため、地域ぐるみで
の耕作放棄地の発生防止や集団的かつ持続可能な体
制整備、農地・農業用水の保全の取組を支援しま
す。

●農業生産の維持・拡大を図るため、地域ぐるみで
の耕作放棄地の発生防止や集団的かつ持続可能な体
制整備、農地・農業用水の保全の取組を支援しま
す。

農林

7-4

(上)
P149,
(下）
P147

「マチ☆アソビ」の年間参加
者数について、国際映画祭や
イベントの開催などにより徳
島ならではの良さが浸透して
きたこと、インターネット等
での「口コミ」により情報が
広く知れ渡ったことにより平
成２３年度の実績値が目標数
値を大きく上回っており、２
４年度の実績も目標数値を達
成していることから、更なる
誘客の拡大を目指し、目標数
値を上方修正する。

数値目標の上方修正

●「マチ☆アソビ」に新たなイベントを加え、拡大
するとともに、新聞・テレビ・雑誌・ＷＥＢや衛星
放送等あらゆるメディアを活用し、全世界への情報
発信を強化します。

●「マチ☆アソビ」に新たなイベントを加え、拡大
するとともに、新聞・テレビ・雑誌・ＷＥＢや衛星
放送等あらゆるメディアを活用し、全世界への情報
発信を強化します。

商工

34



計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○コールセンターでの対応完了率
    [21] － →[26]60％

○コールセンターでの対応完了率
    [21] － →[26]60％

○ＦＡＱ月間平均アクセス数
    [21] － →[26]2万5千件

○ＦＡＱ月間平均アクセス数
    [21] － →[26]3万4千件

○「情報提供施策の推進に関する要綱」に基づ
く「公表推進情報」の「県ホームページ」上で
の公表件数
　 [21]90件→[26]180件

○「情報提供施策の推進に関する要綱」に基づ
く「公表推進情報」の「県ホームページ」上で
の公表件数
　 [21]90件→[26]240件

○「とくしま“トクトク”事業」年間実施事業
数
　 [21]142事業→[26]284事業

○「とくしま“トクトク”事業」年間実施事業
数
　 [21]142事業→[26]360事業

33

31
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7-5
(下）
P151

県民からの問い合わせを分析
しＦＡＱへ反映させるととも
に、新しい情報への更新に努
めたところ目標を達成したた
め、目標数値を上方修正す
る。

数値目標の上方修正

●県民からの電話による問い合わせを一元的に受け
付ける県庁コールセンター「すだちくんコール」や
「県庁サービスセンター」及び各総合県民局「県民
センター」において、県民の県政に対する意見、苦
情、照会、相談等に的確かつ迅速に対応するととも
に、よくある質問をＦＡＱとして整理・情報提供
し、サービス向上を図ります。

●県民からの電話による問い合わせを一元的に受け
付ける県庁コールセンター「すだちくんコール」や
「県庁サービスセンター」及び各総合県民局「県民
センター」において、県民の県政に対する意見、苦
情、照会、相談等に的確かつ迅速に対応するととも
に、よくある質問をＦＡＱとして整理・情報提供
し、サービス向上を図ります。

県民

7-5
(下）
P151

県のホームページでの公表に
ついて、実施機関への周知に
努め、各機関が積極的に取り
組んだ結果、平成２３年度の
実績値が４年間（Ｈ２３～Ｈ
２６）の目標数値を上回った
ため、県民サービスのさらな
る向上を目指し、Ｈ２６年度
までの目標数値について、上
方修正を行う。

数値目標の上方修正

●県が保有する情報を積極的に「県ホームページ」
で公表することにより、県民への迅速な情報の提供
など県民サービスの向上を図ります。

●県が保有する情報を積極的に「県ホームページ」
で公表することにより、県民への迅速な情報の提供
など県民サービスの向上を図ります。

経営

7-5

(上)
P151,
(下）
P155

「財政構造改革基本方針」に
基づく歳出改革の一環とし
て、全庁を挙げて取り組んで
来ており、平成２４年度の実
績見込みが目標値を上回ると
推測されるため、更なる展開
を図ることとし、年間実施事
業数の目標数値について、上
方修正を行う。

数値目標の上方修正

●施策の推進には予算を伴うという「固定観念」か
ら脱却し、重点施策を着実に実施するため、21世紀
型の行政手法である「とくしま“トクトク”事業
*」を強力に展開します。

●施策の推進には予算を伴うという「固定観念」か
ら脱却し、重点施策を着実に実施するため、21世紀
型の行政手法である「とくしま“トクトク”事業
*」を強力に展開します。

経営
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

○東環状大橋（仮称）を中心とした周遊コース
案内板等の整備
    [24]完成

○阿波しらさぎ大橋を中心とした周遊コース案
内板等の整備
    [24]完成

○「国際交流戦略センター（仮称）」の設置
      [24]設置・推進

○「とくしま国際戦略センター」の設置
      [24]設置・推進

○新たな「徳島県スポーツ振興基本計画」の策
定
    [24]策定・推進

○新たな「徳島県スポーツ推進計画」の策定
    [24]策定・推進

2

3

1 文言の修正
仮称から正式名称となったた
め，文言の修正を行う。

1-1
(下）
P6

●「新たな観光資源」として，東環状大橋（仮称）
の活用を図ります。

●「新たな観光資源」として，阿波しらさぎ大橋の
活用を図ります。

県土

●県内在住外国人との共生はもとより、来県する外
国人の拡大を目指し、地域及び海外からの多様な
ニーズに対応するための国際的ワンストップ*情報
受発信拠点を創設し、県民・行政が一体となった事
業を推進します。 商工

(上）
P67,
(下）
P16,
P115

1-3
(5-4)

国際的ワンストップ情報発信
拠点の名称の決定にともな
い、数値目標欄の表現を修正
する。

●県内在住外国人との共生はもとより、来県する外
国人の拡大を目指し、地域及び海外からの多様な
ニーズに対応するための国際的ワンストップ*情報
受発信拠点を創設し、県民・行政が一体となった事
業を推進します。文言の修正

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

（３）名称変更に伴う文言修正のみの項目

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

(上)
P71,
(下）
P21

1-5 県民

●新たな「徳島県スポーツ振興基本計画」を策定
し、着実な推進を図ります。また、県民をはじめ、
各市町村、各スポーツ関係団体等の理解と協力を得
て、「生涯スポーツ」、「競技スポーツ」の振興、
学校における体育・スポーツの充実を図るととも
に、スポーツを活かした各種施策とのより一層の連
携強化を図ります。

●新たな「徳島県スポーツ推進計画」を策定し、着
実な推進を図ります。また、県民をはじめ、各市町
村、各スポーツ関係団体等の理解と協力を得て、
「生涯スポーツ」、「競技スポーツ」の振興、学校
における体育・スポーツの充実を図るとともに、ス
ポーツを活かした各種施策とのより一層の連携強化
を図ります。

計画の名称を、現在策定中の
名称とする。

文言の修正
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○「ＬＥＤ応用製品性能評価体制」の創設
[23]工業技術センターへ機器配備
→[24]性能評価の本格運用

○「ＬＥＤ応用製品性能評価体制」の創設
[23]工業技術センターへ機器配備
→[24]性能評価の本格運用

○「ＬＥＤ関連企業協議会（仮称）」の設立
　 [24]設立

○「ＬＥＤ関連企業協議会（仮称）」の設立
　 [24]設立

○「とくしまＬＥＤ認証制度（仮称）」の創設
　 [23]創設

○「とくしまオンリーワンＬＥＤ製品認証制
度」
　 [23]創設

○ＬＥＤ関連製品の常設展示
    [23]開設

○ＬＥＤ関連製品の常設展示
    [23]開設

○「ＬＥＤ王国」の商標登録
    [25]登録

○「ＬＥＤ王国」の商標登録
    [25]登録

○ＬＥＤ関連特許出願件数（累計）
　 [21] － →[26]50件

○ＬＥＤ関連特許出願件数（累計）
　 [21] － →[26]50件

○ＬＥＤ関連製品売上高
　 [21] － →[26]500億円

○ＬＥＤ関連製品売上高
　 [21] － →[26]500億円

○ＬＥＤ関連企業雇用者数（累計）
　 [21]326人→[26]1,000人

○ＬＥＤ関連企業雇用者数（累計）
　 [21]326人→[26]1,000人

○車両用信号灯器のうちＬＥＤ式信号灯器*の
割合
　 [21]42％→[26]65％

○車両用信号灯器のうちＬＥＤ式信号灯器*の
割合
　 [21]42％→[26]65％

4 2-4

(上)
P81,
(下）
P37

仮称から正式名称となったた
め、文言の修正を行う。

文言の修正

●ＬＥＤ関連企業100社集積のメリットを活かし、
さらに「ＬＥＤバレイ構想*」における企業集積の
レベルアップや関連企業間、他産業との連携強化及
び企業間相互の相乗効果を図り、さらなる成長産業
として、ＬＥＤ産業クラスターの形成を推進しま
す。

●ＬＥＤ関連企業100社集積のメリットを活かし、
さらに「ＬＥＤバレイ構想*」における企業集積の
レベルアップや関連企業間、他産業との連携強化及
び企業間相互の相乗効果を図り、さらなる成長産業
として、ＬＥＤ産業クラスターの形成を推進しま
す。

商工
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○「とくしま県産材利用促進条例（仮称）」の
制定
     [24]制定

○「徳島県県産材利用促進条例」の制定
     [24]制定

○公共事業での県産木材使用量
    [21]11,993ｍ3→[26]18,000ｍ3

○公共事業での県産木材使用量
    [21]11,993ｍ3→[26]18,000ｍ3

○県内の民間部門における県産木材消費量
    [21]5.8万ｍ3→[26]8.7万ｍ3

○県内の民間部門における県産木材消費量
    [21]5.8万ｍ3→[26]8.7万ｍ3

○県・市町村と警察・消防・自衛隊等の実動機
関を構成員とした「徳島県危機管理総合調整会
議（仮称）」の設置・開催
    [24]設置

○ライフライン事業者・警察・消防・自衛隊
等、県内に所在する防災・危機管理関係機関を
構成員とした「徳島県危機管理総合調整会議」
の設置・開催
    [24]設置

○「徳島県防災・危機管理センター（仮称）」
の設置
     [24]設置

○「徳島県防災・危機管理センター」の設置
     [24]設置

6

7

8

5 2-7

(上)
P87,
(下）
P50

仮称から正式名称となったた
め、文言の修正を行う。

文言の修正

●県内消費の拡大を図るため、利用促進に向けた条
例を制定するとともに「とくしま木材利用指針」に
基づき、毎年1割ずつ県産材の利用量の上積みを目
指す「県産材10ＵＰ運動」を県民総ぐるみで展開し
ます。

●県内消費の拡大を図るため、利用促進に向けた条
例を制定するとともに「とくしま木材利用指針」に
基づき、毎年1割ずつ県産材の利用量の上積みを目
指す「県産材10ＵＰ運動」を県民総ぐるみで展開し
ます。

農林

3-1

(上)
P89,
(下）
P52

「三連動地震」との表現につ
いて、「南海トラフ巨大地
震」との表現に見直すととも
に、「徳島県危機管理総合調
整会議」の構成員の表現を修
正する。

文言の修正

●三連動地震*及び国民保護などあらゆる危機事象
に対応するため、関係機関の連携により、人材育成
や県民への広報活動などを行い、「とくしまを守る
力」の向上を図ります。

●南海トラフ巨大地震*及び国民保護などあらゆる
危機事象に対応するため、関係機関の連携により、
人材育成や県民への広報活動などを行い、「とくし
まを守る力」の向上を図ります。

危機

3-1
(下）
P53

「東南海・南海地震」との表
現について、「南海トラフ巨
大地震を想定した」との表現
に見直す。

文言の修正

●大規模災害時における広域防災活動の充実・強化
を図るために東南海・南海地震*対処演習、県総合
防災訓練等の検証を踏まえて、「広域防災活動計
画」を見直します。

●大規模災害時における広域防災活動の充実・強化
を図るために南海トラフ巨大地震を想定した対処演
習、県総合防災訓練等の検証を踏まえて、「広域防
災活動計画」を見直します。

危機

3-1
(下）
P55

正式名称の決定 文言の修正

●大規模災害等が発生した場合に、防災関係機関等
と連携した円滑な災害対応が行えるよう、スペース
や機材の確保等についての検討を進め、県災害対策
本部機能の充実・強化を図ります。

●大規模災害等が発生した場合に、防災関係機関等
と連携した円滑な災害対応が行えるよう、スペース
や機材の確保等についての検討を進め、県災害対策
本部機能の充実・強化を図ります。 危機
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○「とくしま防災人材センター」の設置
    [24]設置

○「防災人材育成センター」の設置
    [24]設置

○「防災生涯学習コース」の開設
     [24]開設

○「防災生涯学習コース」の開設
     [24]開設

○「防災教育推進パートナー」の登録（累計）
    [21]52人→[26]300人

○「防災教育推進パートナー」の登録（累計）
    [21]52人→[26]300人

○「被害想定・抜本対策」の創設
    [23]創設

○「被害想定・抜本対策」の創設
    [23]創設

9

10

11

12

13

3-1

(上)
P89,
(下）
P56

「とくしま防災人材セン
ター」との表現について、
「防災人材育成センター」と
の表現に見直す。

文言の修正

●県立防災センターに、学校における防災教育等、
防災を担う人材を総合的に育成する「とくしま防災
人材センター」を設置します。

●県立防災センターに、学校における防災教育等、
防災を担う人材を総合的に育成する「防災人材育成
センター」を設置します。

危機

3-1

(上)
P89,
(下）
P56

「とくしま防災人材セン
ター」との表現について、
「防災人材育成センター」と
の表現に見直す。

文言の修正

●県立防災センターに設置する「とくしま防災人材
センター」と「まなびーあ徳島*」等が連携協力
し、県民の誰もが自発的に防災について学ぶことが
できる「防災生涯学習」体制の整備を進めます。

●「防災人材育成センター」と「まなびーあ徳島
*」等関係部局が連携協力し、県民の誰もが自発的
に防災について学ぶことができる「防災生涯学習」
体制づくりを進めます。 危機

3-1

(上)
P89,
(下）
P57

「県立防災センター」との表
現について、「防災人材育成
センター」との表現に見直
す。

文言の修正

●県立防災センターが主体となって、学校からの要
望に応じて県職員等が出向く「まなぼうさい教室」
の開催や、教員を「防災教育推進パートナー」とし
て登録・支援するなど、学校における防災教育に対
する総合的な支援を行います。

●防災人材育成センターが主体となって、学校から
の要望に応じて県職員等が出向く「まなぼうさい教
室」の開催や、教員を「防災教育推進パートナー」
として登録・支援するなど、学校における防災教育
に対する総合的な支援を行います。 危機

3-2
(下）
P61

「三連動地震」との表現につ
いて、「南海トラフ巨大地
震」との表現に見直す。

文言の修正
1　三連動地震への的確な対応
●三連動地震に備える「徳島県地震防災対策行動計
画」の着実な推進を図ります。

1　南海トラフ巨大地震への的確な対応
●南海トラフ巨大地震に備える「徳島県地震防災対
策行動計画」の着実な推進を図ります。

危機

3-2

(上)
P93,
(下）
P61

「三連動地震（東海・東南
海・南海地震）」との表現に
ついて、「南海トラフ巨大地
震」との表現に見直す。

文言の修正

●東日本大震災を踏まえ、市町村等関係機関とも連
携を図り、ハード・ソフト両面からの減災対策を含
めた三連動地震（東海・東南海・南海地震）の「被
害想定・抜本対策」を創設します。

●東日本大震災を踏まえ、市町村等関係機関とも連
携を図り、ハード・ソフト両面からの減災対策を含
めた南海トラフ巨大地震の「被害想定・抜本対策」
を創設します。 危機
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計画計画計画計画のののの
位置付位置付位置付位置付

けけけけ
該当頁該当頁該当頁該当頁

部局部局部局部局
主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

改善見直改善見直改善見直改善見直しししし（（（（案案案案））））

主要事業名主要事業名主要事業名主要事業名・・・・事業概要事業概要事業概要事業概要・・・・数値目標数値目標数値目標数値目標

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所 現行現行現行現行

改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの趣旨趣旨趣旨趣旨 改善見直改善見直改善見直改善見直しのしのしのしの概要概要概要概要

○「徳島県震災対策推進条例（仮称）」の制定
    [24]制定

○「徳島県南海トラフ巨大地震等に係る震災に
強い社会づくり条例」の制定
    [24]制定

○「新学校版環境ＩＳＯ（仮称）」認証取得校
数（累計）
　　[21]－　→　[26]250校

○「新学校版環境ＩＳＯ」認証取得校数（累
計）
　　[21]－　→　[26]250校

○地域教育力再生コーディネーター養成講座受
講者数（累計）
    [21]246人→[24]390人

○地域教育力再生コーディネーター養成講座受
講者数（累計）
    [21]246人→[24]390人

○学校・家庭・地域連携支援スペシャリスト
（仮称）認定数（累計）
    [21] － →[26]20人

○学校・家庭・地域連携支援スペシャリスト認
定数（累計）
    [21] － →[26]20人

17

16

15

14 3-2
(下）
P61

「国が実施する被害想定」と
の表現について、「南海トラ
フ巨大地震に関する想定や対
策の検討」との表現に見直
す。

文言の修正
●国が実施する被害想定を踏まえ、「県津波浸水予
測」及び「県地震動被害想定」を見直します。

●南海トラフ巨大地震に関する想定や対策の検討を
踏まえ、「県津波浸水予測」及び「県地震動被害想
定」を見直します。

危機

3-2

(上)
P93,
(下）
P61

「三連動地震「対策大綱」策
定」及び「とくしま震災対策
推進条例（仮称）」との表現
について、「南海トラフ巨大
地震に関する想定や対策の検
討」及び「徳島県南海トラフ
巨大地震等に係る震災に強い
社会づくり条例」との表現に
それぞれ見直す.

文言の修正

●国の三連動地震「対策大綱」策定を踏まえ、三連
動地震に備える「徳島県震災対策推進条例（仮
称）」を制定します。

●国の南海トラフ巨大地震に関する想定や対策の検
討を踏まえ、「徳島県南海トラフ巨大地震等に係る
震災に強い社会づくり条例」を制定します。

危機

4-1
(6-1)

(上)
P105,
(下）
P87,
P122

平成24年度から「新学校版環
境ＩＳＯ」がスタートし、
（仮称）で表記する必要がな
くなったため、（仮称）部分
を削除する。

文言の修正

●体験的・実践的環境学習である「学校版環境ＩＳ
Ｏ」を発展させ、学校と地域がより一層連携し環境
学習を行う「新学校版環境ＩＳＯ（仮称）」の取組
を推進します。

●体験的・実践的環境学習である「学校版環境ＩＳ
Ｏ」を発展させ、学校と地域がより一層連携し環境
学習を行う「新学校版環境ＩＳＯ」の取組を推進し
ます。 教育

6-4

(上)
P135,
(下）
P131

仮称から正式名称となったた
め、文言の修正を行う。

文言の修正

●生活や社会、自然体験を通じて、地域で活動でき
るコーディネーターや、各種講座で学んだ学習成果
を活かし、「新しい公共」の視点から学校・家庭・
地域の連携推進を支援するスペシャリストを養成
し、社会性や思いやりを育む「地域教育力」の向上
を図ります。

●生活や社会、自然体験を通じて、地域で活動でき
るコーディネーターや、各種講座で学んだ学習成果
を活かし、「新しい公共」の視点から学校・家庭・
地域の連携推進を支援するスペシャリストを養成
し、社会性や思いやりを育む「地域教育力」の向上
を図ります。

教育
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